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１． はじめに 
 

（１）特許検索ガイドブックとは 

 
特許文献は、最先端の技術情報です。企業、大学などの研究者にとって、技術知識

の習得、重複研究の排除のために有用であり、また知的財産担当者が権利化可能性の

調査を行うために不可欠なものとなっています。更に研究戦略や知財戦略の構築のた

めにも役立つ情報であるといわれています。 

現在、公開公報等の特許文献は我が国だけでも４０００万件以上あります。しかも、

これらの特許文献の数は増加の一途をたどっています。 
今後は、有用な特許情報に如何に効率的にアクセスするかが、研究者や知的財産担

当者にとっての重要な課題となってくると考えられます。 

 それでは、これらの膨大な特許文献の集合を前にして、有用な特許情報に的確かつ

効率的にアクセスするためにはどうしたらいいのでしょうか。 
 一言で言えば 
「何を探すかを明確に把握し、最も適した検索キーを用いること」 
 に尽きると思います。つまり、膨大な特許文献の集合の中から、的確にしかも効率

的に必要とする先行技術を発見するためには、ただ漠然と同じような文献を探すので

はなく、何を探すかを明確に把握し（つまり目的意識を持って）、その探すポイントに

最も適した検索キーを使い分けることが必要になるということです。 
 特許庁の審査官が主に用いる検索キーとしては、ＩＰＣ、ＦＩ、Ｆターム等1が挙げ

られますが、これらの検索キーの情報は容易に入手することができます。 
 しかし、実際の検索方法を見てみると、多くの利用者がキーワードを用いた検索に

頼っているのが現実のようです。 
 キーワード検索は、単語を直接入力する方法なので検索する方にとって分かりやす

い反面、用語が必ずしも統一されていない特許文献の中から必要な情報を的確かつ効

率的に発見するという観点から見れば、必ずしも効果的とは言えません。 
Ｆタームは、一定の技術範囲を種々の技術的観点から多観点で区分したものであり、

例えば、目的、用途、構造、材料、製法、処理操作方法、制御手段などの多数の技術

的観点から技術を区分したタームリストに基づいて、各特許文献ごとにその技術的特

徴を示すＦタームが付与されています。又、ＦＩは、ＩＰＣをさらに細展開したもの

です。ＦタームやＦＩは、技術の特徴から絞り込むための検索キーであり、特許文献

を検索する際には、キーワードよりも、ＦタームやＦＩの方が検索キーとして適切な

                                            
1 使用される主な用語欄を参照。 

 



 

場合もかなり多いものです。そのため、先行技術調査を的確かつ効率的に行うために

は、ＦタームやＦＩ等の検索キーについての知識と理解が必須となるといえます。 
 この「特許検索ガイドブック」は、特許庁の審査官が、実際に先行技術調査を行っ

た経験に基づいて作成しており、ＩＰＣ、ＦＩ、Ｆターム等の検索キーに関する知識

をお持ちである方が利用する前提で説明されています。これらをあまりご存じでない

方は、まずＩＰＣ、ＦＩ、Ｆターム等に関するテキスト等をお読みになることをお勧

めします。そのあとで、この特許検索ガイドブックを読めば、ＦタームやＦＩ等の検

索キーについての知識や理解をさらに深めるために役立つ情報が詰まっていることが

ご理解いただけるものと思います。 
 
 

（２）先行技術文献調査を行う前に 

 ａ．検索ポイントの把握と変更 

 
 効果的に先行技術文献を探すためには、まず、「何を探すか」を明確に把握する必要

があります。 
 例えば、ある出願に対する先行技術文献を調査する場合、その出願の特許請求の範

囲の記載だけではなく、発明の詳細な説明の記載や図面等も確認したうえでその出願

のポイントを把握し、「何を探すか」を総合的に判断することが必要となりますし、自

身の発明やアイディアに対する先行技術文献を調査する場合、自身の発明やアイディ

アのポイントをきちんと把握することが必要となること等が挙げられます。 
 また、「何を探すか」の「何」をあまり限定しすぎず、調査結果に応じて検索キーを

変更することや、探すポイントを変更することも重要です。 
 まず、検索キーの変更ですが、例えばキーワードによる検索で先行技術文献が発見

できなかった場合、ＦタームやＦＩ等を用いた検索を行うと発見できる場合がありま

すので、検索キーの選択は非常に重要になります。そして、最初にどの検索キーを用

いるかは、探すポイントに応じて選択することとなります。 
 次いで探すポイントの変更ですが、特許法には「進歩性」という考え方があり、「発

明の属する技術の分野における通常の知識を有する者（一般に「当業者」といいます）

が、容易に発明をすることができた発明」は、特許にはならないという規定がありま

す。このことは、先行技術文献を調査する場合、ある発明と同じ発明を探すだけでは

先行技術文献調査としては不十分であることを意味します。 
たとえば「Ａ」というポイントを探して発見できなかった場合、そこで検索を終了

するのではなく、「Ａ」は「ＢとＣとの組み合わせでもできる」と判断した場合、「Ｂ」

または「Ｃ」を検索することが必要になるということです。また、その組み合わせの

パターンも数種類考えられる場合があり、それに応じて検索するポイントを変更して

 



 

いくことになります。 
このように、先行技術文献調査は、適切な検索キーを選択し必要に応じて変更する

こと、「進歩性」を考慮に入れつつ「何を探すか」を決め、そしてそれを臨機応変に変

更することがきわめて重要なポイントとなります。 
 

ｂ．検索キーについての知識と理解、検索式の決定 

 
 検索キーとしては、ＩＰＣ、ＦＩ、Ｆターム、キーワード等があり、これらの検索

キーの構造・特徴を良く理解した上で、探したい発明等に応じてこれらの検索キーを

使い分けることが必要になります。 
 また、どの技術分野を検索するのかも重要なポイントです。検索する技術分野の決

定には上述の「何を探すか」の決定が密接に関連してきます。探すポイントによって

は、検索すべき範囲が特定の技術分野に限定されないことがあるからです。 
 技術分野を決定した後は検索式を構築することになります。そして、その検索結果

に応じて、上記ａ．で述べた考え方を利用して検索式の変更や、検索する技術分野の

変更等を行うことになります。 
 

ｃ．説明会テキスト等の利用 

 
 特許庁では、特許庁ホームページ（http://www.jpo.go.jp/indexj.htm）において、各
種説明会や講演会で用いられたテキスト等を公開していますので、必要に応じてご活

用下さい。 
 

（３）使用される主な用語 

 
 以下、特許検索ガイドブック中によく出てくる用語を簡単に紹介します。詳しい説

明は割愛しますが、検索を効果的に行うためにも、他のテキスト等を利用して検索キー

については良く理解するようにして下さい。 
 
 ＩＰＣ：世界５０か国以上で共通に使用されている国際特許分類（International 

Patent Classification）。１９７１年に作成された「国際特許分類に関するスト
ラスブール協定」に基づいて作成され、同協定の加盟国で利用されている。日

本では１９８０年からＩＰＣを採用している。 
  
ＦＩ：ＩＰＣをさらに展開するために、展開記号、分冊識別記号をＩＰＣに付加し

 



 

たもの。特許審査における先行技術のサーチを効率的に行うことを目的として

付与されており、国内でのみ使用される。展開記号は、ＩＰＣの最小単位であ

るグループを更に細かく展開するために用いる記号で、原則として１０１より

始まる３桁の数字が使用される。分冊識別記号は、ＩＰＣまたは展開記号をさ

らに細かく展開するために用いる記号で、「Ｉ」、「Ｏ」を除くＡ～Ｚのアル

ファベット１文字が使用される。 
 
 Ｆターム：特許審査の先行技術文献サーチを迅速に行うための機械検索用に特許庁

が開発した技術項目。一ないし複数のＦＩが付与された文献を、種々の技術的

観点から多観点で区分してあることが特徴。目的、用途、構造、材料、製法、

処理操作方法、制御手段などの多数の技術的観点から技術を分類したタームリ

ストに基づいて各文献ごとにＦタームを付与することにより、関連先行技術を

絞り込むことを目指している。テーマコードとは、英数字５桁からなり、ＦＩ

を所定の技術分野ごとに括ったＦタームでの検索範囲となる技術単位のこと。 
 
 ＥＣＬＡ：欧州特許庁（ＥＰＯ）において用いられている、ＩＰＣを細かく展開し

た独自の特許分類。European Patent Classification。 
 
 ＵＳＣ：米国特許商標庁（ＵＳＰＴＯ）において用いられている独自の特許分類。 
 
ＪＯＩＳ®：独立行政法人科学技術振興機構（ＪＳＴ）が提供する、科学技術に関

する情報を収録した情報提供サービス。JST Online Information System。 
 
ＤＷＰＩ：トムソンサイエンティフィックが提供する世界４０カ国相当の特許情報

を収録したデータベース。Derwent World Patent Index®。 
 
ＳＴＮ®：化学構造や化学反応、特許文献の検索に強みを持ち、豊富な科学技術情

報を収録した情報提供サービス。The Scientific and Technical Information 
Network。 
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Ⅰ 本 編 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



１．技術の基礎                             
 

 

 ポリアミドは、分子内に繰り返し単位としてアミド結合を有する高分子である。

ポリアミドは、その構造からは、脂肪族鎖からなる脂肪族ポリアミド、芳香族骨

格からなる芳香族ポリアミド等に大別され、重合方法からは、ジアミンと二塩基

酸との重縮合で得られるポリアミド、ラクタムの開環重合で得られるポリアミド、

アミノカルボン酸の重縮合で得られるポリアミド等に大別される。 

なお、この分野ではポリエステルアミド、ポリエーテルアミドも、ポリアミド

の１種として取り扱う。 

 

 ポリアミドは、工業製品としては、1939 年に Du Pont によって初めて製造され、

繊維として製品化された。ポリアミド繊維はその後急速に開発が進められ、発展

していった。 

 一方、プラスチック用途としては、射出成形を用いた繊維強化ポリアミドの成

形品が製造され、自動車、車両部品、電気、電子部品に広く用いられている。 

 同時にポリアミド樹脂自体の改良も行われ、主鎖に芳香族環を導入して、耐熱

性を高めたポリアミド樹脂を代表として、様々の新規な構造を有するポリアミド

が開発されている。 

 

 現在では、多種の樹脂を混練したポリマーアロイや、有機無機ハイブリッド等

がエンジニアリングプラスチックとして優れた性質を持つことから、自動車部品、

電子部品に用いられ、多数の出願もされている。 

 

 

 



２．先行技術文献調査を効果的に行うための基礎知識              

 

（１）作成分野 

 

 この特許検索ガイドブックは、ポリアミド（C08G69/00-69/50）、及びポリアミ

ドの組成物（C08L77/00-77/12）に関する技術について作成されたものである。 

 

（２）主なサーチ対象 

 

1)ポリアミドの製造法一般（C08G69/04-69/06） 

 ・アミノカルボン酸から誘導されるものは C08G69/16-69/24、ポリアミン及び

ポリカルボン酸から誘導されるものは C08G69/28-69/30 を付与する。  

 ・イソシアネートから得られるポリアミドは、C08G18/へ優先的に付与する。        

                                            

2)アミノカルボン酸から誘導されるポリアミド（C08G69/08-69/24）、その組成物

（C08L77/02-77/04、77/10） 

 ・ここに分類されるものとして、代表的なものはε－カプロラクタムから誘導

されるポリアミド６である。 

 ・α－アミノ酸から得られるポリアミド（ポリペプチド）で、アミノ酸の配列

に特徴のないものは C08G69/、C08L77/04 を付与する（蛋白質、ペプチドは C07K）。 

 ・ポリイミドの前駆体（ポリアミド酸）は、C08G73 に優先的に付与し、原則的

には、C08G69 には付与しない。ただし、サクシンイミドの前駆体として、ポリア

スパラギン酸を用いる技術に関する出願については、参考分類として、C08G69/10

（α－アミノカルボン酸から形成されるポリアミド）と必要に応じて C08G69/48

を付与している。 

  ・ C08G69/12、C08L77/10 

 全芳香族ポリアミド 

 構造式（－ＨＮ－Ａｒ－ＣＯ－）ｎ 

 

3)ポリアミンおよびポリカルボン酸誘導されるポリアミド（C08G69/26-69/34）、

その組成物（C08L77/06-77/10） 

 ・代表的なものとしては、ヘキサメチレンジアミンとアジピン酸から製造され

るポリアミド 66 

 ・C08G69/32、C08L77/10  

 全芳香族ポリアミド 

 構造式（－ＨＮ－Ａｒ－ＮＨＣＯ－Ａｒ’－ＣＯ－）ｎ 

 ・C08G69/34、C08L77/08 

 主に、オレイン酸等の不飽和脂肪酸を２量化したものをポリカルボン酸成分と

するポリアミドに対して付与する。 

 



 

4)アミノ酸、ポリアミンおよびポリカルボン酸から製造されるポリアミド

（C08G69/36） 

 ・代表的なものとしては、ポリアミド 6/66 共重合体が挙げられる。 

 

5)エーテル基の形で酸素を含むポリアミド（C08G69/40） 

 ・ポリエーテルエステルアミドはポリエステルアミド(C08G69/44)を付与する。 

 

6)炭素、水素、酸素、および窒素以外の原子を含むポリアミド（C08G69/42） 

  ・ 変性により導入する置換基(-SO3H等）を導入するものは、C08G69/48 を付与

する。  

 

7)ポリエステルアミド（C08G69/44）、その組成物（C08L77/12） 

  ・最後の反応でエステル結合が形成される反応（下の例参照）により得られる

ポリエステルアミドも、ポリエステル分野には分類されない。 

 （例） 

    ＨＯＯＣ－（・・・・－ＣＯＮＨ－）－ＣＯＯＨ ＋ ＨＯ－Ｒ－ＯＨ 

→ ポリエステルアミド 

 

 

 

 



３．検索式作成のテクニック

　

【分野毎のサーチ範囲一覧】

4J001

C08G69/00-
69/50

　F　I 検索対象の技術事項 ＦＩ Ｆターム テキスト ECLA DWPI STN JOIS

C08G69/00-
69/44

ポリアミド樹脂自体 ◎ △ ◎ △

C08G69/46 後処理 ◎ ○

C08G69/48-
69/50

変性体 ◎ ○ △

C08L77/00-
77/12

　F　I 検索対象の技術事項 ＦＩ Ｆターム テキスト ECLA DWPI STN JOIS

C08L77/00-
77/12

ポリアミド組成物 ◎ △

（１）使用する主なサーチツール

　・ポリアミド構成単位の構造に特徴がある場合は、ＳＴＮによる検索が有効な場合が
ある。
　・医療関連に応用する生体適合性ポリアミド等の出願では、JOISの利用を検討する。

　・ＦＷを合わせて用いると有効な場合がある。

１．ここでは、検索にどのサーチツールを用いるかを重みを付けてＦＩごとに記載し
　ています。
２．重み付けの順序は、◎、○、△、無印となります。
　　（無印はサーチ不要という意味ではありません。）
３．なお、ここで述べた有効性、必要性は一般論であり、サーチのポイントに応じ
　て異なる事に注意してください。



テーマ FI 検索対象 FI 技術内容

A61K47/00 医薬品

A61K37/00 ペプチド

A61K8/00 化粧品

D01F6/00 合成繊維

C08J5/00 成形体、フィルム

H01F1/00 磁石材料

F16C31/00 軸受け

H01B3/00 絶縁材料

B32B27/00 積層体

C09D177/00 塗料

F16L11/00 ホース

B60K15/00 燃料タンク

H01L21/00 半導体装置

C09D11/00 インク

C09K3/00 シール材

B65Ｄ1/00 容器

B65Ｄ81/00 特殊容器

B65D65/00 被包材

C08G69/08
-69/24、

C08L77/02-
77/04

アミノカルボ
ン酸から誘
導されるポ
リアミド、そ
の組成物

　　　関　連　先　の　分　野

Ｆターム

（２）関連分野

　　　本　作　成　分　野

4C076

4C084

4C083

4L035

4F071

5E040

3J104

5G305

4F100

4J038

3H111

3D038

5F046

4J039

4H017

3E033

3E066

3E086

※　ここでは、必要に応じてサーチを行う事が多い、本作成分野と関連が深い分野に
　ついて述べています。
　　ただし、サーチを行う分野はサーチのポイントによって変わる事に注意してください。



テーマ FI 検索対象 FI 技術内容

　　　関　連　先　の　分　野

Ｆターム

　　　本　作　成　分　野

D01F6/00 合成繊維

C08J5/00 成形体、フィルム

H01F1/00 磁石材料

F16C31/00 軸受け

H01B3/00 絶縁材料

B32B27/00 積層体

C09D177/00 塗料

F16L11/00 ホース

B60K15/00 燃料タンク

H01L21/00 半導体装置

C09D11/00 インク

C09K3/00 シール材

B65Ｄ1/00 容器

B65Ｄ81/00 特殊容器

B65D65/00 被包材

D01F6/00 合成繊維

C08J5/00 成形体、フィルム

H01F1/00 磁石材料

F16C31/00 軸受け

H01B3/00 絶縁材料

B32B27/00 積層体

C09D177/00 塗料

F16L11/00 ホース

B60K15/00 燃料タンク

H01L21/00 半導体装置

C09D11/00 インク

C09K3/00 シール材

B65Ｄ1/00 容器

B65Ｄ81/00 特殊容器

B65D65/00 被包材

4H017

3E033

3E033

3E086

C08G69/40、
C08G69/44、
C08L77/12

その他のポ
リアミド（ポリ
エーテルア
ミド、ポリエ
ステルアミ
ド）、ポリエ
ステルアミド
の組成物

3J104

5G305

4F100

4J038

3H111

3D038

5F046

4J039

C08G69/26-
69/36 、

C8L77/06-
77/08

ポリアミン、
ポリカルボ
ン酸から誘
導されるポ
リアミド、そ
の組成物

4L035

4F071

5E040

3J104

5G305

4F100

4J038

3H111

3D038

5F046

4J039

4H017

3E033

3E066

3E086

4L035

4F071

5E040



テーマ FI 検索対象 FI 技術内容

　　　関　連　先　の　分　野

Ｆターム

　　　本　作　成　分　野

D21H17/00 湿潤紙力増強剤

D01F6/00 合成繊維

C08J5/00 成形体、フィルム

H01F1/00 磁石材料

F16C31/00 軸受け

H01B3/00 絶縁材料

B32B27/00 積層体

C09D177/00 塗料

F16L11/00 ホース

B60K15/00 燃料タンク

H01L21/00 半導体装置

C09D11/00 インク

C09K3/00 シール材

B65Ｄ1/00 容器

B65Ｄ81/00 特殊容器

B65D65/00 被包材

D01F6/00 合成繊維

C08J5/00 成形体、フィルム

H01F1/00 磁石材料

F16C31/00 軸受け

H01B3/00 絶縁材料

B32B27/00 積層体

C09D177/00 塗料

F16L11/00 ホース

B60K15/00 燃料タンク

H01L21/00 半導体装置

C09D11/00 インク

C09K3/00 シール材

B65Ｄ1/00 容器

B65Ｄ81/00 特殊容器

B65D65/00 被包材

3E033

3E033

3E086

3D038

5F046

4J039

4H017

C08L77/10
全芳香族ポ
リアミド

4L035

4F071

5E040

3J104

5G305

4F100

4J038

3H111

4H017

3E033

3E033

3E086

3H111

3D038

5F046

4J039

C08Ｇ69/48-
69/50

ポリアミドの
変性体

4L055

4L035

4F071

5E040

3J104

5G305

4F100

4J038



(３)テキスト検索に有効なワード

【テキスト検索において留意する事項】

ポリアミド６，６ ナイロン６，６ Ｎｙ６，６ ヘキサメチレンアジパミド

ポリアミド６６ ポリアミド６－６ ６，６ナイロン

ポリアミノ酸 アミノ酸重合体 ポリペプチド 蛋白質

全芳香族 アラミド

生分解 生物分解

【主なキーワードと類義語】

　　基本的に有効なＦＩ、Ｆタームがない場合にテキスト検索を行う。
　　その際、各種技報、論文などで用いられた標準技術用語をワードとして用
いると
　有効である。
　注）　ここで述べたキーワード及びその類義語は、類義語を考える際の参考
となる例であり、全てを網羅したものではありません。



【ＦＩ検索のコツ】

技術項目 対象となるIPC又はFI

アミノカルボン酸から誘導
されるポリアミド

C08G69/06-69/24

ポリアミン、ポリカルボン酸
から誘導されるポリアミド

C08G69/26-69/36

アルデヒドおよびポリニトリ
ルから製造されるポリアミ
ド

C08G69/38

ポリエーテルアミド C08G69/40

C,H,O,N以外の原子を含む
ポリアミド

C08G69/42

ポリエステルアミド C08G69/44

重合後の処理 C08G69/46

変性体 C08Ｇ69/48-69/50

アミノカルボン酸から誘導
されるポリアミドの組成物

C08L77/02-77/04

ポリアミン、ポリカルボン酸
から誘導されるポリアミド
の組成物

C08L77/06-77/08

全芳香族ポリアミドの組成
物

C08L77/10

処理一般で文献抽出する際には有効。

Ｆタームの４Ｊ００１テーマによる観点のみで
は、検索漏れする可能性があるので、当該ＦＩ
を使用することが望ましい。

「多価アルコールから得られたポリエーテル」
と他の樹脂成分、添加剤等からなる組成物に
ついて分類されている。

Ｆタームの４Ｊ００２にＦＩが反映されているた
め、使用頻度は低い。

Ｆタームの４Ｊ００２にＦＩが反映されているた
め、使用頻度は低い。

Ｆタームの４Ｊ００１テーマは、構成単位につい
て細かく展開されているので、ＦＩによるサーチ
の有効性は低い。当該ＦＩに関しては、収録文
献はほとんど存在しない。

（４）検索のちょっとしたコツ

コツ

Ｆタームの４Ｊ００１テーマは、構成単位につい
て細かく展開されているので、ＦＩによるサーチ
の有効性は低い。

Ｆタームの４Ｊ００１テーマによる観点のみで
は、ポリエステルアミドも含まれる可能性があ
るので、より厳密にエーテルアミドのみを抽出
する際に使用するとよい。

Ｆタームの４Ｊ００１テーマによる観点のみで
は、検索漏れする可能性があるので、当該ＦＩ
を使用することが望ましい。

Ｆタームの４Ｊ００１テーマは、構成単位につい
て細かく展開されているので、ＦＩによるサーチ
の有効性は低い。

Ｆタームの４Ｊ００１テーマにも、同様の観点が
あるので、当該ＦＩの使用はクレームに注目す
る際有効。

※　 ここで述べられた検索式等はあくまで例であって、ここで述べられた検索式
　　等で十分なサーチを行えるものではありません。



ポリエステルアミドの組成
物

C08L77/12

【Ｆターム検索のコツ】

技術項目 対象となるＦターム

４Ｊ００１ ポリアミド樹脂自体

４Ｊ００２
ポリアミド樹脂の組

成物

【ＷＰＩ検索のノウハウ】

検索対象

Ｆタームの４Ｊ００２にＦＩが反映されているた
め、使用頻度は低い。

樹脂のモノマー構造に大きく特徴がある場合
には、ＥＡ～ＥＥ、またＣＡＳを用いて検索す
る。モノマー構造はそれほど特定されておら
ず、置換基、製法、処理、物性に特徴がある
場合には、ＥＥ、ＧＡ～ＧＥ、ＪＢを用いると効果
的である。但し、上記Ｆタームが使用できるの
は、昭和６０年以降発行の公報に限られ、昭
和６０年以前のものを検索する際には、ＡＡ～
ＣＥのＦタームを用いる。これらのＦタームは観
点が大きく切られているため、絞り込むのは、
困難であり、フリーワードを活用した検索が必
要となる。

コツ

※　お使いの検索環境に応じて検索式は異なります。

特定の出願人、特定のキーワードがある場合、ＷＰＩによるサーチも
有効である。
ＷＰＩ検索を行う際には、先ず、本願に付与されている書誌データ、
英文抄録を参考とし、1)出願人名［PA=］、2)発明者名［AU=］、3)ＩＰＣ
［IC=］、4)技術用語、5)ﾎﾟﾘﾏｰｲﾝﾃﾞｷｼﾝｸﾞ等を検索式を作成して、
サーチを行う。
効率的なサーチを行うためには適切な検索式を組み、スクリーニン
グ対象文献を絞り込む必要がある。

コツ

基本的には、本願に付与されているＦタームを
使用して検索を行う。その際、ヒット件数が多
い場合（目安として２００件以上）は、フリー
ワード検索、テキスト検索の順番で検索を行
う。
ベースとなる樹脂に構造的特徴がある場合
は、無理に４Ｊ００２でサーチしようとするので
はなく、ＣＡＳや４Ｊ００１を積極的に活用し、
ベース樹脂をまずはサーチする。



（５）検索式の具体例

サーチ範囲

JB16

DA02+DA04

末端アミノ基濃度、カルボキシル基濃度

検索事項 検索式

CL03.1*CL06.2

CL00.*DJ00.6
シリカ、層状珪酸塩等を充填剤の主成分として
含むポリアミド組成物

脂肪族ポリアミド（主成分）と芳香族ポリアミド
（第２成分）の組成物

テーマ内FIター
ム検索
（4J002）

テーマ内FIター
ム検索
（4J001）

※　お使いの検索環境に応じて検索式は異なります。

EC13*EB37

CL00.1*CH07.2

分岐状脂肪族ジアミンと、テレフタル酸とから
なるポリアミド

ポリアミド（主成分）とポリフェニレンエーテルの
組成物

ポリアスパラギン酸、ポリグルタミン酸の架橋
変性

EA36*GE11

ポリエーテルエステルアミド

※　 ここで述べられた検索式等はあくまで例であって、ここで述べられた検索式
　　等で十分なサーチを行えるものではありません。



４．　サ ー チ 事 例

(1)

出願番号

本願のサー
チのポイント

事例とした
理由

サーチ方針

使用ＤＢ ヒット件数

STEP １ Ｆターム 41

STEP ２ Ｆターム 150

STEP ３ ＦＩ 184

特願平10-192700

※　ヒット件数は実際と異なることがあります。
※　お使いの検索環境に応じて検索式は異なります。

原料に特徴のあるポリアミド樹脂を検索する一例

アゾ基含有のポリアミド樹脂

Ｆターム（４Ｊ００１）でモノマーの特徴を限定して検索する

テーマコード：4J001
検索式：DA01*(EB25+EB76+EC85)-
STEP1 テキストを用いずに検索

検索式 備考

テーマコード：4J00１
検索式：DA01*(EB25+EB76+EC85)*
アゾ/TX

オリゴマー、Ｎ含有等のモノ
マーの特徴と、テキストを用
いて検索

C08G69/26*アゾ/TX-STEP1-
STEP2 ＦＩとテキストを用いて検索



(2)

出願番号

本願のサー
チのポイント

事例とした
理由

サーチ方針

使用ＤＢ ヒット件数

STEP 1 Ｆターム 57

STEP 2 Ｆターム 133

特願平2000-061846

※　ヒット件数は実際と異なることがあります。
※　お使いの検索環境に応じて検索式は異なります。

直接的に不純物含量が記載されている例は少ないと思われるので、不純物含有量を如何な
る手法によって低減させているかに注目する

テーマコード：4J001
検索式：EB37*GD07-STEP1

Ｆタームを少なくして、検索範
囲を広げる

不純物含有量をクレームされているケースの一例

不純物含有量を低減させているのは、重合途中、重合後の水、メタノールによる洗浄であるの
で、この点に着目し追加サーチを行う

検索式 備考

テーマコード：4J001
検索式：EB37*GB11*GD07

多段階重合、洗浄等に着目し
て検索



(3)

出願番号

本願のサー
チのポイント

事例とした
理由

サーチ方針

使用ＤＢ ヒット件数

STEP 1 Ｆターム 7

STEP 2 Ｆターム 152

STEP 3 Ｆターム 191

STEP 4 Ｆターム 360

※　ヒット件数は実際と異なることがあります。
※　お使いの検索環境に応じて検索式は異なります。

テーマコード：4J002
検索式：
CL00.*(BB21.+BN05.+BN06.)*CC03.-
STEP1

テーマコード：4J002
検索式：
CL00.*(BB21.+BN05.+BN06.)*[フェ
ノール樹脂/TX+フェノール系樹脂
/TX+ノボラック/TX]-STEP1-STEP2

配合成分のみを特定して検
索

テキストを組み合わせて検索

テーマコード：4J002
検索式：CL01.*CC03.*[フェノール樹
脂/TX+フェノール系樹脂/TX+ノボ
ラック/TX]-STEP1-STEP2-STEP3

ポリアミドを限定し、フェノール
樹脂を配合した樹脂組成物
を、テキストを組み合わせて
検索

検索式 備考

テーマコード：4J002
検索式：
CL00.1*(BB21.2+BN05.2+BN06.2)*C
C03.3+CL00.W*(BB21.X+BN05.X+BN
06.X)*CC03.Y 配合割合を特定して検索

特願平9-190635

３種類の樹脂が混じった組成物を発見する

数種類の樹脂が混じった組成物を検索する一例

配合成分と配合量が特定されているので、初めは、配合成分、配合量を限定して検索し、次
第に検索範囲を広げて行く。適切と思われる場合は、テキスト検索も効果的に使用する



(4)

出願番号

本願のサー
チのポイント

事例とした
理由

サーチ方針

使用ＤＢ ヒット件数

STEP 1 Ｆターム 71

STEP 2 Ｆターム 56

STEP 3 Ｆターム 479

テーマコード：4J002
検索式：CL00.1*DJ05.6*FD01.-
STEP1-STEP2 Ｆタームを用いて広く検索

※　ヒット件数は実際と異なることがあります。
※　お使いの検索環境に応じて検索式は異なります。

テーマコード：4J002
検索式：CL01.1*DJ05.6*FD01.*[膨
潤性/TX+雲母/TX]-STEP1

ポリアミドをポリアミド６に限定
し、テキスト検索の範囲を広
げて検索

検索式 備考

テーマコード：4J002
検索式：CL00.1*DJ05.6*FD01.*膨潤
性/TX*雲母/TX

樹脂と無機充填剤の配合割
合を特定し、テキスト検索を
用いて絞り込む

特願平2001-385511

ポリアミド樹脂と無機充填剤との組成物を発見する

特定の無機充填剤が混じった組成物を検索する一例

樹脂と無機充填剤の種類が特定されているので、テキスト検索を有効に使用しながら検索す
る



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 データ編 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＩＰＣ 説明

69/00
高分子の主鎖にカルボン酸アミド連結基を形成する反応により得られる高分子化合物（イソ
シアネートまたはイソチオシアネートから得られる生成物１８／００；ポリヒドラジド７３／０８；
ポリアミド酸７３／１０；ポリアミドーイミド７３／１４）[2]

69/02 ・アミノカルボン酸からまたはポリアミンおよびポリカルボン酸から誘導されるポリアミド[2]

69/04 ・・製造法[2]

69/06 ・・・固相重縮合[2]

69/08 ・・アミノカルボン酸から誘導されるもの[2]

69/10 ・・・α―アミノカルボン酸[2]

69/12 ・・・アミノ基およびカルボキシル基が共に芳香族に結合したもの[2]

69/14 ・・・ラクタム[2]

69/16 ・・・・製造法[2]

69/18 ・・・・・アニオン重合[2]

69/20 ・・・・・・用いられた触媒に特徴のあるもの[2]

69/22 ・・・・β―ラクタム[2]

69/24 ・・・・ピロリドンまたはヒペリドン[2]

69/26 ・・ポリアミンおよびポリカルボン酸から誘導されるもの[2]

69/28 ・・・製造法[2]

69/30 ・・・・固相重縮合[2]

69/32
・・・アミノ基およびカルボキシル基が共に芳香族に結合した芳香族ジアミンおよび芳香族ジ
カルボン酸からの[2]

69/34 ・・・重合した不飽和脂肪酸を用いるもの[2]

69/36 ・・アミノ酸，ポリアミンおよびポリカルボン酸から誘導されるもの[2]

69/38 ・アルデヒドおよびポリニトリルから製造されるポリアミド[2]

69/40 ・エーテル基の形で酸素を含むポリアミド（６９／１２，６９／３２が優先）[2]

69/42 ・炭素，水素，酸素および窒素以外の原子を含むポリアミド（６９／１２，６９／３２が優先）[2]

69/44 ・ポリエステル―アミド[2]

69/46 ・重合後の処理[2]

69/48 ・化学的後処理により変性された重合体[2]

69/50 ・・アルデヒドによるもの[2]

１．本作成分野の分類データ

１－１　　Ｉ  P C 分 類 表



ＩＰＣ 説明

77/00
主鎖にカルボン酸アミド結合を形成する反応により得られるポリアミドの組成物（ポリヒドラ
ジドの７９／０６；ポリアミドーイミドまたはポリアミド酸の７９／０８）；そのような重合体の誘導
体の組成物[2]

77/02 ・ω－アミノ－カルボン酸またはそのラクタムから誘導されたポリアミド（７７／１０が優先）[2]

77/04 ・α－アミノ－カルボン酸から誘導されたポリアミド（７７／１０が優先）[2]

77/06 ・ポリアミンおよびポリカルボン酸から誘導されたポリアミド（７７／１０が優先）[2]

77/08 ・・ポリアミンおよび重合不飽和脂肪酸からのもの[2]

77/10
・アミノカルボン酸のまたはポリアミンおよびポリカルボン酸の芳香族結合アミノ基および芳
香族結合カルボキシル基から誘導されたポリアミド[2]

77/12 ・ポリエステル―アミド[2]

１．本作成分野の分類データ

１－１　　Ｉ  P C 分 類 表



FI 説　　　明

C08G   69/00

高分子の主鎖にカルボン酸アミド連結基を形成する反応により得られる高分
子化合物（イソシアネートまたはイソチオシアネートから得られる生成物１８／
００；ポリヒドラジド７３／０８；ポリアミド酸７３／１０；ポリアミドーイミド７３／１４）
［２］

C08G   69/02
・アミノカルボン酸からまたはポリアミンおよびポリカルボン酸から誘導される
ポリアミド［２］

C08G   69/04 ・・製造法［２］
C08G   69/06 ・・・固相重縮合［２］
C08G   69/08 ・・アミノカルボン酸から誘導されるもの［２］
C08G   69/10 ・・・α－アミノカルボン酸［２］
C08G   69/12 ・・・アミノ基およびカルボキシル基が共に芳香族に結合したもの［２］
C08G   69/14 ・・・ラクタム［２］
C08G   69/16 ・・・・製造法［２］
C08G   69/18 ・・・・・アニオン重合［２］
C08G   69/20 ・・・・・・用いられた触媒に特徴のあるもの［２］
C08G   69/22 ・・・・β－ラクタム［２］
C08G   69/24 ・・・・ピロリドンまたはヒペリドン［２］
C08G   69/26 ・・ポリアミンおよびポリカルボン酸から誘導されるもの［２］
C08G   69/28 ・・・製造法［２］
C08G   69/30 ・・・・固相重縮合［２］

C08G   69/32
・・・アミノ基およびカルボキシル基が共に芳香族に結合した芳香族ジアミンお
よび芳香族ジカルボン酸からの［２］

C08G   69/34 ・・・重合した不飽和脂肪酸を用いるもの［２］

C08G   69/36 ・・アミノ酸，ポリアミンおよびポリカルボン酸から誘導されるもの［２］

C08G   69/38 ・アルデヒドおよびポリニトリルから製造されるポリアミド［２］

C08G   69/40 ・エーテル基の形で酸素を含むポリアミド（６９／１２，６９／３２が優先）［２］

C08G   69/42
・炭素，水素，酸素および窒素以外の原子を含むポリアミド（６９／１２，６９／
３２が優先）［２］

C08G   69/44 ・ポリエステル－アミド［２］
C08G   69/46 ・重合後の処理［２］
C08G   69/48 ・化学的後処理により変性された重合体［２］
C08G   69/50 ・・アルデヒドによるもの［２］

　１－２　　Ｆ Ｉ 分 類 表



FI 説　　　明

C08L   77/00
主鎖にカルボン酸アミド結合を形成する反応により得られるポリアミドの組成
物（ポリヒドラジドの７９／０６；ポリアミドーイミドまたはポリアミド酸の７９／０
８）；そのような重合体の誘導体の組成物［２］

C08L   77/02
・ω－アミノ－カルボン酸またはそのラクタムから誘導されたポリアミド（７７／
１０が優先）［２］

C08L   77/04 ・α－アミノ－カルボン酸から誘導されたポリアミド（７７／１０が優先）［２］

C08L   77/06
・ポリアミンおよびポリカルボン酸から誘導されたポリアミド（７７／１０が優先）
［２］

C08L   77/08 ・・ポリアミンおよび重合不飽和脂肪酸からのもの［２］

C08L   77/10
・アミノカルボン酸のまたはポリアミンおよびポリカルボン酸の芳香族結合アミ
ノ基および芳香族結合カルボキシル基から誘導されたポリアミド［２］

C08L   77/12 ・ポリエステル－アミド［２］

　１－２　　Ｆ Ｉ 分 類 表



高分子 

DA00 DA01 DA02 DA03 DA04 DA10

重合体の種
類

・ポリアミド ・ポリエーテ
ルアミド

・ポリエステ
ルアミド

・・ポリエーテ
ルエステルア
ミド

・その他（Ｆ
Ｗ）

DB00 DB01 DB02 DB03 DB04 DB05 DB06 DB07 DB08 DB09 DB10

重合体の結
合構造

・ホモポリ
マー

・コポリマー ・・直鎖状 ・・・ランダム ・・・ブロック ・・分岐状 ・・・グラフト
（櫛型）

・・・星型 ・・・架橋 ・その他（Ｆ
Ｗ）

DC00 DC01 DC02 DC03 DC04 DC05 DC06 DC07 DC08 DC09 DC10

重合体の主
鎖の化学構
造（アミド結
合は除く）

・炭素一炭素
二重、三重結
合

・ウレタン結
合

・エステル結
合

・カーボネー
ト結合

・エーテル結
合

・アミン結合 ・イミド結合 ・Ｓ含有結合 ・金属含有結
合（←Ｂ）

・・Ｓｉ含有結
合（シロキサ
ン、シリケー
ト）

DC11 DC12 DC13 DC14 DC15 DC16

・芳香環を含
有しない

・・全脂肪族 ・・・脂環含有 ・芳香環含有 ・・脂環含有 ・・全芳香族

DC21 DC22 DC23 DC24 DC25 DC26 DC27 DC28 DC29

・複素環含有 ・・異項原子
としてＯ含有

・・異項原子
としてＮ含有

・・・Ｎを１個
含有

・・・Ｎを２個
含有

・・・Ｎを３個
以上含有

・・・異項原子
として更にＯ
含有

・・異項原子
としてＳ含有

・・・異項原子
として更にＯ
又はＮ含有

DD00 DD01 DD02 DD03 DD04 DD05 DD06 DD07 DD08 DD09 DD10

重合体の末
端基、側鎖
基の化学構
造

・炭化水素基 ・・炭素－炭
素二重・三重
結合

・・芳香環含
有（←アリー
ル基）

・ハロゲン含
有（－ＣＯＸは
除く）（←－Ｃ
Ｈ２Ｘ）

・－ＯＨ ・－ＯＲ ・－ＣＯＯＨ誘
導体（←－Ｃ
ＯＯＨ）

・・－ＣＯＯ
Ｒ、－ＣＯＸ

・・酸無水物 ・・金属塩（←
－ＣＯＯ－Ｍ
＋）

DD11 DD12 DD13 DD14 DD15 DD16 DD17 DD18 DD20

・（メタ）アクリ
ル基

・エポキシ基 ・－ＮＨ２誘導
体（←－ＮＨ
２）

・・－ＮＨＲ、
－ＮＲ２

・・－ＮＨ３＋ ・・－ＣＮ ・・－ＮＣＯ ・Ｓ含有（←
－ＳＯ３Ｈ）

・その他（Ｆ
Ｗ）

EA00 EA01 EA02 EA03 EA04 EA05 EA06 EA07 EA08

ラクタム、ア
ミノカルボン
酸

・低分子化合
物（繰返し単
位無し）

・・ラクタム ・・・β―プロ
ピオラクタム
（Ｃ＝３）

・・・γ―ブチ
ロラクタム（２
―ピロリドン）
（Ｃ＝４）

・・・δ―バレ
ロラクタム（２
―ピペリドン）
（Ｃ＝５）

・・・ε―カプ
ロラクタム（Ｃ
＝６）

・・・ウンデカ
ラクタム（Ｃ＝
１１）

・・・ドデカラク
タム（ラウロ
／ラウリロラ
クタム）（Ｃ＝
１２）

EA12 EA13 EA14 EA15 EA16 EA17 EA18

・・アミノカル
ボン酸

・・・直鎖状 ・・・・Ｃ＝３－
２０

・・・・・ε―ア
ミノカルボン
酸（Ｃ＝６）

・・・・・１１―
アミノウンデ
カン酸（Ｃ＝１
１）

・・・・・１２―
アミノドデカン
酸（Ｃ＝１２）

・・・・Ｃ≧２１

EA23 EA24 EA25 EA26 EA27 EA28 EA29

・・・分岐状 ・・・・脂環含
有

・・・・・脂環数
≧２

・・・・芳香環
含有

・・・・・ｍ―ア
ミノ安息香酸

・・・・・Ｐ―ア
ミノ安息香酸

・・・・・芳香環
数≧２

EA33 EA34 EA35 EA36 EA37

・・・α―アミ
ノ酸

・・・・Ｇｌｙ，Ａｌ
ａ，Ｖａｌ，Ｌｅ
ｕ，Ｉｌｅｕ

・・・・セリン、
トレオニン

・・・・アスパラ
ギン酸、グル
タミン酸

・・・・リシン、
アルギニン

EA41 EA42 EA43 EA44 EA45

・重合体、オ
リゴマー（繰
返し単位数
≧２）

・・炭化水素
重合体（オリ
ゴマー）基含
有

・・ポリエーテ
ル（オリゴ
マー）基含有

・・ポリエステ
ル（オリゴ
マー）基含有

・・ポリアミド
（オリゴマー）
基含有

EB00 EB01 EB02 EB03 EB04 EB05 EB06 EB07 EB08 EB09 EB10

ポリカルボ
ン酸

・低分子化合
物（繰返し単
位無し）

・・ジカルボン
酸

・・・直鎖状脂
肪族

・・・・Ｃ＝２－
８（←フマル
酸）

・・・・・マロン
酸（Ｃ＝３）

・・・・・コハク
酸（Ｃ＝４）

・・・・・グルタ
ル酸（Ｃ＝５）

・・・・・アジピ
ン酸（Ｃ＝６）

・・・・Ｃ＝９－
１２

・・・・Ｃ≧１３

EB13 EB14 EB15 EB16

・・・分岐状脂
肪族

・・・・脂環含
有

・・・・・脂環数
＝２

・・・・・脂環数
≧３

ポリアミド

EB

DD

EA

C08G69/00-69/50

DA

DB
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EB23 EB24 EB25 EB26 EB27 EB28 EB29 EB30

・・・－ＣＯＯＨ
のＯ以外にＯ
含有（←リン
ゴ酸）

・・・・エーテ
ル結合（－Ｏ
－）含有

・・・Ｎ含有
（←モノアミノ
ジカルボン
酸）

・・・Ｓ含有
（←－Ｓ－、
－ＳＯ－、－
ＳＯ２－）

・・・Ｃ、Ｈ、
Ｏ、Ｎ、Ｓ以外
の原子含有

・・・・ハロゲン ・・・・Ｐ ・・・・Ｓｉ

EB33 EB34 EB35 EB36 EB37

・・・芳香環含
有

・・・・芳香環
数＝１

・・・・・フタル
酸

・・・・・イソフタ
ル酸

・・・・・テレフ
タル酸

EB44 EB45 EB46

・・・・芳香環
数＝２

・・・・・縮合環 ・・・・・・ナフタ
レン環

EB55 EB56 EB57 EB58 EB59 EB60

・・・・・単環 ・・・・・・２つの
環が炭化水
素基結合

・・・・・・２つの
環が－Ｏ－
結合

・・・・・・２つの
環が－ＣＯ－
結合

・・・・・・２つの
環がＮ含有
基結合（←－
ＮＨ－、－ＮＨ
Ｒ ）

・・・・・・２つの
環がＳ含有
基結合（←－
Ｓ－、－ＳＯ

）
EB64 EB65 EB67 EB69

・・・・芳香環
数≧３

・・・・・芳香環
数＝３

・・トリカルボ
ン酸（←クエ
ン酸）

・・テトラカル
ボン酸

EB71 EB72 EB73 EB74 EB75 EB76

・重合脂肪酸
（←ダイマー
酸、トリマー
酸）

・重合体、オ
リゴマー（繰
返し単位数
≧２）

・・炭化水素
重合体（オリ
ゴマー）基含
有

・・ポリエーテ
ル（オリゴ
マー）基含有

・・ポリエステ
ル（オリゴ
マー）基含有

・・ポリアミド
（オリゴマー）
基含有

EC00 EC01 EC02 EC03 EC04 EC05 EC06 EC07 EC08 EC09 EC10

ポリアミン ・低分子化合
物（繰返し単
位無し）

・・ジアミン ・・・直鎖状脂
肪族

・・・・Ｃ＝１－
８

・・・・・エチレ
ンジアミン（Ｃ
＝２）

・・・・・プロピ
レンジアミン
（Ｃ＝３）

・・・・・テトラメ
チレンジアミ
ン（Ｃ＝４）

・・・・・ヘキサ
メチレンジア
ミン（Ｃ＝６）

・・・・Ｃ＝９－
１２

・・・・Ｃ≧１３

EC13 EC14 EC15 EC16 EC17

・・・分岐状脂
肪族

・・・・脂環含
有

・・・・・イソホ
ロンジアミン

・・・・・脂環数
＝２

・・・・・脂環数
≧３

EC23 EC24 EC25 EC27 EC28 EC29

・・・Ｏ含有 ・・・・エーテ
ル結合含有

・・・・―ＣＯＯ
Ｈ含有（←モ
ノカルボン酸
ジアミン）

・・・―ＮＨ２以
外のＮ含有

・・・・第二級
アミン（←―Ｎ
ＨＲ）

・・・・・ピペラ
ジン

EC33 EC35 EC36 EC37 EC38

・・・Ｓ含有 ・・・Ｃ、Ｈ、
Ｏ、Ｎ、Ｓ以外
の原子含有

・・・・ハロゲン ・・・・Ｐ ・・・・Ｓｉ

EC43 EC44 EC45 EC46 EC47 EC48

・・・芳香環含
有

・・・・芳香環
数＝１

・・・・・ｍ―
フェニレンジ
アミン

・・・・・ｐ―フェ
ニレンジアミ
ン

・・・・・ｍ―キ
シリレンジア
ミン

・・・・・ｐ―キ
シリレンジア
ミン

EC54 EC55 EC56

・・・・芳香環
数＝２

・・・・・縮合環 ・・・・・・ナフタ
レン環

EC65 EC66 EC67 EC68 EC69 EC70

・・・・・単環 ・・・・・・２つの
環が炭化水
素基結合

・・・・・・２つの
環が―Ｏ―
結合

・・・・・・２つの
環が―ＣＯ―
結合

・・・・・・２つの
環がＮ含有
基結合（←－
ＮＨ－，－ＮＲ
）

・・・・・・２つの
環がＳ含有
基結合（←－
Ｓ－，－ＳＯ

）
EC74 EC75 EC77 EC79

・・・・芳香環
数≧３

・・・・・芳香環
数＝３

・・トリアミン ・・テトラミン

EC81 EC82 EC83 EC84 EC85 EC86 EC87

・重合体、オ
リゴマー（繰
返し単位数
≧２）

・・炭化水素
重合体（オリ
ゴマー）基含
有

・・ポリエーテ
ル（オリゴ
マー）基含有

・・ポリエステ
ル（オリゴ
マー）基含有

・・ポリアミド
（オリゴマー）
基含有

・・ポリアルキ
レンポリアミ
ン

・・・ジエチレ
ントリアミン

EC



ED00 ED01 ED02 ED03 ED04 ED05 ED06 ED07 ED08 ED09

ポリオール ・低分子化合
物（繰返し単
位無し）

・・ジオール ・・・直鎖状脂
肪族

・・・・Ｃ＝１－
８

・・・・・エチレ
ングリコール
（Ｃ＝２）

・・・・・プロピ
レングリコー
ル（Ｃ＝３）

・・・・・テトラメ
チレングリ
コール（Ｃ＝
４）

・・・・・ヘキサ
メチレングリ
コール（Ｃ＝
６）

・・・・Ｃ≧９

ED13 ED14 ED15

・・・分岐状脂
肪族

・・・・脂環含
有

・・・・・脂環数
≧２

ED23 ED24

・・・芳香環を
含有

・・・・芳香環
数＝１

ED34 ED35 ED36

・・・・芳香環
数＝２

・・・・・縮合環 ・・・・・・ナフタ
レン環

ED45 ED46 ED47 ED48 ED49 ED50

・・・・・単環 ・・・・・・２つの
環が炭化水
素基結合

・・・・・・２つの
環が―Ｏ―
結合

・・・・・・２つの
環が―ＣＯ―
結合

・・・・・・２つの
環Ｎ含有基
結合（←－Ｎ
Ｈ－，－ＮＲ
）

・・・・・・２つの
環がＳ含有
基結合（←－
Ｓ－，－ＳＯ

）
ED54 ED55 ED57 ED59

・・・・芳香環
数≧３

・・・・・芳香環
数＝３

・・トリオール ・・テトラオー
ル

ED61 ED62 ED63 ED64 ED65 ED66 ED67

・重合体、オ
リゴマー（繰
返し単位数
≧２）

・・炭化水素
重合体（オリ
ゴマー）基含
有

・・ポリアルキ
レンポリオー
ル

・・・ポリエチ
レングリコー
ル

・・・ポリプロ
ピレングリ
コール

・・ポリエステ
ル（オリゴ
マー）基含有

・・ポリアミド
（オリゴマー）
基含有

EE00 EE01 EE02 EE04 EE06 EE08 EE09

その他（ＥＡ
００－ＥＤ００
以外）の成
分

・無機化合物 ・・元素 ・・金属化合
物

・・ハロゲン含
有

・・Ｏ含有 ・・・アルカリ
（土類）金属
化合物（←Ｎ
ａＯＨ，ＭｇＯ）

EE12 EE14 EE16 EE18 EE20

・・Ｎ含有 ・・Ｓ含有 ・・Ｐ含有（←
リン酸）

・・Ｓｉ含有（←
シリカ）

・・Ｂ含有

EE21 EE22 EE23 EE24 EE25 EE26 EE27 EE28 EE29 EE30

・有機化合物 ・・炭化水素 ・・ハロゲン含
有

・・Ｏ含有 ・・・アルコー
ル

・・・エーテル ・・・カルボン
酸、その金属
塩、その無水
物

・・・・モノカル
ボン酸（←ス
テアリン酸）

・・・・ヒドロキ
シ酸（←乳
酸）

・・・エステル
（←ポリエス
テル）

EE35 EE36 EE37 EE38

・・・フェノール
類

・・・・芳香族
オキシカルボ
ン酸

・・・過酸化物 ・・・異項原子
としてＯ含有
複素環式化
合物

EE42 EE43 EE44 EE45 EE46 EE47

・・Ｎ含有 ・・・アミン（←
第４級アンモ
ニウム）

・・・・第一級
アミン

・・・・・モノア
ルカノールモ
ノアミン

・・・・第二級
アミン

・・・・第三級
アミン

EE53 EE54 EE55 EE56 EE57 EE58

・・・カルボン
酸アミド

・・・・アクリル
アミド

・・・カルボジ
イミド

・・・―ＣＮ基
含有

・・・―ＮＣＯ
基含有

・・・尿素、尿
素結合含有

EE64 EE65 EE66 EE67 EE69 EE70

・・・異項原子
としてＮ含有
複素環式化
合物

・・・・異項原
子として１個
のＮ含有（←
アシルラクタ
ム）

・・・・・ラクラ
ム環を２個含
有

・・・・異項原
子として２個
のＮ含有

・・・・異項原
子として更に
Ｏ含有

・・・・・オキサ
ゾリン

EE72 EE74 EE75 EE76 EE77 EE78

・・Ｓ含有 ・・Ｐ含有 ・・・リン酸エ
ステル

・・・亜リン酸
エステル

・・・ホスフィン
酸化合物

・・・ホスフォ
ン酸化合物

EE

ED

http://www5.ipdl.ncipi.go.jp/pmgs1/pmgs1/add_frame?name=4J001&gamen1=1


EE82 EE83 EE85 EE87

・・Ｓｉ含有 ・・・ポリシロ
キサン

・・Ｂ含有 ・・有機金属
化合物（金属
－炭素結合
を有する）

FA00 FA01 FA03 FA05 FA06 FA07 FA08

ラクタム、ア
ミノカルボン
酸の使用数

・使用しない ・１種類使用 ・２種類以上
使用

・・２種類使用 ・・３種類使用 ・・４種類以上
使用

FB00 FB01 FB03 FB05 FB06 FB07 FB08

ポリカルボ
ン酸の使用
数

・使用しない ・１種類使用 ・２種類以上
使用

・・２種類使用 ・・３種類使用 ・・４種類以上
使用

FC00 FC01 FC03 FC05 FC06 FC07 FC08

ポリアミンの
使用数

・使用しない ・１種類使用 ・２種類以上
使用

・・２種類使用 ・・３種類使用 ・・４種類以上
使用

FD00 FD01 FD03 FD05

ポリカルボ
ン酸とポリ
アミンの配
合割合

・等量 ・―ＣＯＯＨ過
剰

・―ＮＨ２過剰

GA00 GA01 GA02 GA03 GA05

重合方法 ・開環重合 ・・アニオン重
合

・・水添加重
合

・ＮＣＡ法

GA11 GA12 GA13 GA14 GA15 GA16 GA20

・重縮合 ・・溶融重合 ・・溶液重合 ・・懸濁重合 ・・固相重合 ・・界面重合 ・その他（Ｆ
Ｗ）

GB00 GB01 GB02 GB03 GB04 GB05 GB06 GB07

重合操作 ・前処理 ・温度 ・圧力 ・水分 ・・除去 ・時間 ・重合遅延

GB11 GB12 GB13 GB14 GB16 GB20

・多段階重合
（←連続重
合）

・・予備縮合
物、プレポリ
マー、中間生
成物

・・・両末端―
ＣＯＯＨ

・・・両末端―
ＮＨ２

・分子量の増
加（ＧＥ１６参
照）（←後重
合）

・その他（Ｆ
Ｗ）

GC00 GC01 GC02 GC03 GC04 GC05 GC10

重合装置 ・洗浄 ・保守 ・撹拌 ・反応重合槽 ・押出機 ・その他（Ｆ
Ｗ）

GD00 GD01 GD02 GD03 GD04 GD05 GD06 GD07 GD08 GD10

重合後の処
理

・未反応単量
体、オリゴ
マーの回収

・溶媒と重合
体の分離

・触媒の処理 ・・失活 ・・分離 ・重合体の後
処理

・・洗浄 ・・乾燥 ・その他（Ｆ
Ｗ）

GE00 GE01 GE02 GE03 GE04 GE05 GE06 GE07

重合体の化
学的変性

・非架橋変性 ・・Ｃ、Ｈ、Ｏ、
Ｎの導入

・・・アルコキ
シアルキル
基の導入

・・Ｃ、Ｈ、Ｏ、
Ｎ以外の原
子含有基の
導入

・・・ハロゲン
又はハロゲン
含有基の導
入

・・・Ｓ含有基
の導入

・・・Ｓｉ含有基
の導入

GE11 GE13 GE15 GE16

・架橋化変性
（←硬化）

・分子量低下
（←解重合）

・溶融重合 ・・分子量の
増加（ＧＢ１６
参照）

HA00 HA01 HA02 HA03 HA04 HA05 HA10

成形方法 ・射出成形 ・押出成形 ・重合成形
（←モノマ―
注型成形法、
ＲＩＭ法）

・中空成形 ・圧縮成形 ・その他（Ｆ
Ｗ）

JA00 JA01 JA02 JA03 JA04 JA05 JA07 JA08 JA10

用途 ・成型材料 ・・一般機械
部品

・・・摺動部材 ・・・自動車外
装用

・・・自動車内
部機構用

・・電気、電子
部品

・・・外装用 ・・繊維

HA

JA

GC

GD

GE

GA

GB

FA

FB

FC

FD



JA12 JA13 JA15 JA17 JA18 JA19 JA20

・・フィルム、
シート

・・・食品包装
用

・・強化材 ・被覆、塗装 ・接着剤 ・再利用 ・その他（Ｆ
Ｗ）

JB00 JB01 JB02 JB03 JB04 JB05 JB06 JB07 JB08 JB09 JB10

重合体の物
性

・分子量（Ｍ
ｎ・Ｍｗ）

・粘度（←極
限粘度（η））

・分子量分布 ・溶融特性
（←ＭＦＲ）

・・ＭＩ ・融点（ｍｐ） ・ガラス転移
点（Ｔｇ）

・結晶特性
（←結晶化
度）

・・非晶性、無
定形

・・半晶性

JB11 JB12 JB13 JB14 JB15 JB16 JB17 JB18 JB19 JB20

・液晶性 ・成形性 ・・成形加工
性

・・寸法安定
性

・・・歪み、反
り防止

・酸価、アミン
価（←―ＣＯ
ＯＨ濃度）

・吸水性 ・耐熱性 ・難燃性 ・防炎性

JB21 JB22 JB23 JB24 JB25 JB26 JB27 JB28 JB29 JB30

・機械的特性 ・・耐衝撃性 ・・弾性、可撓
性

・耐摩耗性 ・表面特性 ・・光沢性 ・・外観性 ・・平滑性 ・バリヤー性 ・熱水収縮率

JB31 JB32 JB33 JB34 JB35 JB36 JB37 JB38 JB39

・化学的特性 ・・耐薬品性 ・・耐油性 ・・溶解性 ・・染色性 ・電気的特性 ・・誘電正接
（ｔａｎδ）

・・絶縁性 ・・導電性

JB41 JB42 JB43 JB44 JB45 JB46 JB50

・光学的特性 ・・透明性 ・・光学異方
性、等方性

・塗装性 ・接着性 ・・金属に対
する

・その他（Ｆ
Ｗ）

JC00 JC01 JC02 JC03 JC04 JC06 JC08 JC10

重合体の性
状、形態

・固体 ・・粉体、粒状 ・・多孔 ・・繊維状 ・分散媒体 ・溶液 ・その他（Ｆ
Ｗ）JC

JB



 

４Ｊ００１ Ｆターム解説（抜粋） 
 

○技術内容 
【ＩＰＣカバー範囲】 
  Ｃ０８Ｇ６９／００～６９／５０ 
ただし、昭和６０年以降に発行された公報についてはＤＡ００～ＪＣ１０（新Ｆターム）で、昭和５９年以

前に発行された公報についてはＡＡ００～ＣＥ０８（旧Ｆターム）で、Ｆターム検索が可能である。 
【テーマ技術の概要】 
  分子内に繰り返し単位としてアミド結合（―ＣＯＮＨ―）を有する高分子化合物「ポリアミド」に関す
る技術であり、これらの製造方法も包含する。 
ポリアミドには、大きく分けて（ａ）ラクタムの開環重合、又はω―アミノ酸の重縮合で得られるもの、（ｂ）
ジアミンと二塩基酸の重縮合で得られるものがある。 
（ａ）の代表例としてナイロン６、（ｂ）の代表例としてナイロン６６がある。 
又、芳香環を有するポリアミドとして、メタキシリレンジアミン（ＭＸＤＡ）とアジピン酸からのナイロン

ＭＸＤ６、ヘキサメチレンジアミンとテレフタル酸（ＴＰＡ）からのナイロン６Ｔ、更に、全芳香族系ポリ

アミドであるアラミドとして、ポリパラフェニレンテレフタルアミド等が挙げられる。 
更に、共重合ナイロンとして、ナイロン６／６６等が挙げられる。 
ポリアミド樹脂は、電気・機械部品、フィルム、モノフィラメントの用途の他、エンジニアリングプラスチッ

クとして用いられている。 
又、ナイロン樹脂には、ポリエステル（エーテル）アミドの様にハードセグメントとソフトセグメントを有

したブロック共重合体があり、チューブ、ホース等のエラストマーとして用いられる。 
なお、このテーマには、組成物、ポリアミドのイソシアネート法による製法及びポリアミドイミドは包含し

ない。 
（注）イソシアネート法による製法は、別テーマであるが、得られたアミド結合を有する重合体は、このテー

マのＦタームを付与している。 
又、ポリアミド酸（ポリイミドの前駆体）は、付与する必要はない。 
 
○Ｆタームの説明 
【AA ポリアミド共通】 

AA00 ポリアミド共通 

Ａ群は、ＡＢ～ＡＤが原料モノマーの種類を示し、ＡＥがポリマー構造を示しているので、一見体系的でな

いようにみえるが、単純な構造のものはＡＢ～ＡＤを、それ以外のその結合基たる―ＣＯＮＨ―以外にも

ヘテロ原子（ＣＨ以外の原子）を有するもの、全芳香族系のもの、及び特殊なモノマーを用いるものは、一

括してＡＥを付与している。（この場合、ＡＢ～ＡＤは付与していない）  

 

【ＡB アミノカルボン酸から製造されるポリアミド】 

AB00 アミノカルボン酸から製造されるポリアミド 

α―アミノカルボン酸からのポリアミドは、技術的に一応まとまっているので、新規化合物である場合を

除いてＡＢ０１を付与し、たとえヘテロ原子を含んでいてもＡＥは付与していない。 

これ以外のアミノカルボン酸は、ＡＢ０８又はＡＢ０９が付与される。 

又、例えばＡＢ群の２種以上のモノマーからなる共重合ポリアミドは、それぞれの該当Ｆタームを付与して

 



 

いる。  

 

【AC ポリアミン・ポリ酸】 

AC00 ポリアミン・ポリ酸 

Ｈ ＮＲａＮＨ とＨＯＯＣＲｂＣＯＯＨ（Ｒａ、Ｒｂは、いずれも炭化水素）からなるポリアミドに付与している。 

又、酸成分として重合脂肪酸（ダイマー酸、トリマー酸等）を用いるものと、付加重合体のジカルボン酸又

はジアミン（ポリブタジェン両端にアミノ基ｏｒカルボキシル基を結合させたもの）を用いるものは優先とし、

ＡＣ群の他のＦタームは付与していない。  

 

【ＡＤ アミノ酸＆ポリアミン＆ポリ酸】 

AD00 アミノ酸＆ポリアミン＆ポリ酸 

原料モノマーとしてＡＢに展開されるモノマーと、ＡＣに展開されるモノマーの双方を用いるコポリアミド

（例：６／６６、６／６Ｔ、６／６６ ６１０）について付与している。この場合、ＡＢ、ＡＣは付与していない。  

 

【ＡＥ 特殊構造－特殊原料】 

AE00 特殊構造－特殊原料  

AE01 ・そのアミド基以外にＯ  

AE02 ・・主鎖に、エーテル結合を有するポリアミド  

AE03 ・・エポキシ基を有するポリアミド 

重合鎖中の―ＣＯＮＨ―及び末端未反応ＣＯＯＨ等以外に酸素原子を有するものに付与している（―ＳＯ 

Ｈ、ＳＯ ＮＨ 、側鎖ＣＯＮＨ 、―Ｏ―等）。 

このうち、主鎖に―Ｏ―を有するポリエーテルアミド及びエポキシ基を有するものは、それぞれＡＥ０２、

ＡＥ０３を付与している。  

AE04 ・そのアミド基以外にＮ  

AE05 ・・主鎖に、アミン結合を有するポリアミド  

AE06 ・・窒素含有複素環を有するポリアミド 

重合鎖中の―ＣＯＮＨ―及び末端未反応ＮＨ 以外に窒素原子を有するものに付与している。 

このうち、主鎖に非複素環アミノ基（例：―ＣＯＮＨＣ Ｈ ＮＨＣ Ｈ ＮＨＣＯ―）を有するものはＡＥ０５、い

ずれかに窒素含有複素環を有するものはＡＥ０６を付与している。  

AE07 ・ポリエステルアミド 

ポリエステルアミドに付与。  

AE08 ・・ポリエステルエーテルアミド 

ポリエステルエーテルアミドに付与している。この場合、ＡＥ０２は付与していない。  

AE09 ・ＣＨＯＮ以外の原子を有するポリアミド 

ＣＨＯＮ以外の原子を含むもの（但し、ＳとハロゲンはそれぞれＡＥ１０、ＡＥ１１を付与している）について

付与し、フリーワードでその原子を元素記号で表示している。 

（例）Ｐ  

AE12 ・全芳香族ポリアミド  

AE13 ・・そのアミド基以外はＣＨ  

AE14 ・・主鎖に－ＣＯＯ－  

AE15 ・・主鎖に－Ｏ－  

AE16 ・・主鎖に－Ｓ－、－ＳＯ－、－ＳＯ －  

AE17 ・・主鎖にＮを有する全芳香族ポリアミド 

全芳香族系のポリアミドについては、ここの該当するＦタームを付与し、たとえばエーテル鎖があってもＡ

Ｅ０２は付与していない。そしてＡＥ０１、ＡＥ０３、ＡＥ０４、ＡＥ０９、ＡＥ１０、ＡＥ１１が付与されているもの

 



 

は、これとＡＥ１２～１７の該当タームをセットで付与している。  

AE18 ・特殊原料から製造されるポリアミド  

AE19 ・・アクリルアミドから製造されるポリアミド 

アクリルアミド系モノマーから水素移動重合によりポリアミドを得るもの 

AE20 ・・―ＣＮから製造されるポリアミド 

―ＣＮを用いるアミド鎖の形成。 

アミノ基とカルボキシル基との縮合による―ＣＯＮＨ―の形成以外の反応で、ＣＯＮＨ―を形成するもの

について付与している。  

 
【ＢＡ 物自体に特徴を有するポリアミド】 

BA00 物自体に特徴を有するポリアミド 

物自体に特徴を有するポリアミドについてはＢＡ０１、又はＢＡ０２を必ず付与している。 

ＢＡ０１を付与している場合、その複素環の構成ヘテロ原子をフリーワードで記載している。 

（例）ベンズイミダゾール環－－－Ｎ 、チアゾール環－－－Ｎ Ｓ  

記載順序 Ｎ＞Ｏ＞Ｓ 以下アルファベット順  

 

【ＣＡ 重合方法一般】 

CA00 重合方法一般  

CA02 ・・ラクタムの開環重合  

CA03 ・・・ラクタムのアニオン重合  

CA04 ・・・ラクタムの水添加重合 

ラクタムの開環重合について、できる限りＣＡ０３かＣＡ０４のレベルで付与している。ＣＡ０３が付与されて

いるとき、そのアルカリ触媒に特に特徴がない限り、ＣＣ・・は付与していない。クレーム中に水酸化ナトリ

ウムと記載されていても同じ。  

CA05 ・・ＮＣＡを用いる重合方法 

α－アミノカルボン酸のＮＣＡからポリアミドを製造する場合に付与。  

CA06 ・・重縮合法  

CA07 ・・・溶液重合  

CA08 ・・・・溶媒に特徴ある溶液重合 

特殊溶媒を用いる（溶媒に特徴のある重合法）ものに付与している。また、その溶媒をフリーワードで記載

している。  

CA09 ・・・・溶解助剤を使用する溶液重合 

一般重縮合法について付与。  

CA10 ・・・固相重合 

固相重合法について付与。  

 
【ＣＢ 配合成分の存在下での重合】 

CB00 配合成分の存在下での重合 

配合成分の存在下での重合について付与している。（ポリアミド形成成分と反応することがあきらかなも

のについては付与していない）  

 

【ＣＣ 重合触媒、重合促進剤、重合遅延剤】 

CC00 重合触媒、重合促進剤、重合遅延剤  

CC01 ・無機系重合触媒、重合促進剤  

 



 

CC02 ・有機系重合触媒、重合促進剤  

CC03 ・・燐含有有機系重合触媒、重合促進剤 

重合触媒、重合促進剤、助触媒等について付与。  

CC04 ・重合遅延剤 

重合をおさえる作用を有するものについて付与。 

アルカリ金属イオン供給体としてのこれと、有機酸との塩はＣＣ０１、ＣＣ０２の双方を付与。  

 

【ＣＤ その他の重合操作】 

CD00 その他の重合操作 

特殊な重合操作について、モノマーの処理から重合後のモノマー、オリゴマーの除去まで付与範囲として

いる。  

CD02 ・・重合装置  

CD03 ・・・重合装置の洗浄、保守 

装置に関するもので、図面は適宜採用している。装置の洗浄、休転中の保守法等はＣＤ０３を付与してい

る。  

CD04 ・・重合前の処理 

モノマーの加熱、粉末化等重合前の処理法について付与。  

CD05 ・・重合後の処理 

重合体の吐出法、冷却法等の後処理について付与。  

CD06 ・・・モノマー、オリゴマーの回収 

未反応モノマー、オリゴマーの除去、回収法について付与。  

 
【ＣＥ 化学的後処理】 

CE00 化学的後処理 

既に重合体となったポリアミドの化学反応を伴う後処理、変性、担体としての使用のための活性物質との

連結等について付与している。 

ＣＥ０２～０３は炭素、水素、酸素、窒素（ＣＨＯＮ）からなる基（分子量が大きく、必ずしも〈基〉とはいえない

ものもふくむ）の導入について付与し、その内、アルコキシアルキル基の導入はＣＥ０３を付与している。 

CE04 ・・Ｃ、Ｈ、Ｏ、Ｎ以外の原子を含む基の導入  

CE05 ・・・Ｓを含む基の導入 

ＣＨＯＮ以外の原子を含む基の導入について付与し、特に〈Ｓ〉を含む基の導入を図るものはＣＥ０５を付

与している。又、ＣＥ０４を付与する場合は、そのＣＨＯＮＳ以外の原子を元素記号で、簡単なものはその

基と共にフリーワード欄に記載している。ここに書ききれず、構造式の記載されているものは図面に採用

している。  

CE06 ・・溶融混合 

溶融混合法による変性法で、例えば、ポリアミドとポリエステルとを溶融混合し、ランダムポリエステルア

ミドを製造する方法が該当する。この場合、主鎖にエステル基が入るので、原料ポリアミドをＡＡ～ＡＥで

手当てする他、生成ポリエステルアミドについても付与している（ＡＥ０７）。  

CE07 ・・架橋化を伴う変性 

架橋化変性（硬化）について付与している。  

CE08 ・・分子量低下を伴う変性 

主鎖の切断、置換基の脱離等、分子量の低下を結果として意図するものに付与している。  

 
 
【ＤＡ 重合体の種類】 

 



 

DA00 重合体の種類  

DA01 ・ポリアミド  

DA02 ・ポリエーテルアミド  

DA03 ・ポリエステルアミド  

DA04 ・・ポリエーテルエステルアミド  

DA10 ・その他（ＦＷ） 

ポリアミドからなるセグメントと、ポリシロキサンからなるセグメントを有するプロック共重合体。  

 
【ＤＢ 重合体の結合構造】 

DB00 重合体の結合構造  

DB01 ・ホモポリマー 

単独重合体、ナイロン６６。  

DB02 ・コポリマー 

ターポリマー、二元、三元共重合体。  

DB03 ・・直鎖状 

ナイロン６／６６  

DB04 ・・・ランダム 

ジカルボン酸を同時に複数用いて重合した場合。  

DB05 ・・・ブロック 

ポリエチレンオキシドからなる成分をソフトセグメントとポリアミドからなる成分をハードセグメントとする

ポリエーテルエステルアミド。  

DB06 ・・分岐状  

DB07 ・・・グラフト（櫛型）  

DB08 ・・・星型  

DB09 ・・・架橋  

DB10 ・その他（ＦＷ）  

 
【ＤＣ 重合体の主鎖中の結合（アミド結合は除く）】 

DC00 重合体の主鎖中の結合（アミド結合は除く）  

DC01 ・炭素―炭素二重、三重結合  

DC02 ・ウレタン結合 

―ＮＩＩＣＯＯ―  

DC03 ・エステル結合 

―ＣＯＯ―  

DC04 ・カーボネート結合 

―ＯＣＯＯ―  

DC05 ・エーテル結合 

―Ｏ―  

DC06 ・アミン結合 

―Ｎ―  

DC07 ・イミド結合 

―ＣＯＮＣＯ― 

ポリアミドイミド、ポリアミド酸等は、４Ｊ００１のテーマに包含しないので、タームを付与していない。  

DC08 ・Ｓ含有結合 

 



 

―Ｓ―、―ＳＯ―、―ＳＯ ―  

DC09 ・金属含有（←Ｂ）  

DC10 ・・Ｓｉ含有結合（シロキサン、シリケート） 

―ＳｉＯ―  

DC11 ・芳香環を有しない  

DC12 ・・全脂肪族  

DC13 ・・・脂環含有  

DC14 ・芳香環含有  

DC15 ・・脂環含有  

DC16 ・・全芳香族  

DC21 ・複素環含有  

DC22 ・・異項原子としてＯ含有 

異項原子とは、ヘテロ原子ともいう。  

DC23 ・・異項原子としてＮ含有  

DC24 ・・・Ｎを１個含有  

DC25 ・・・Ｎを２個含有  

DC26 ・・・Ｎを３個以上含有  

DC27 ・・・異項原子として更にＯ含有  

DC28 ・・異項原子としてＳ含有  

DC29 ・・・異項原子として更にＯ又はＮ含有  

 

【ＤＤ 重合体の末端基、側鎖基の化学構造】 

DD00 重合体の末端基、側鎖基の化学構造  

DD01 ・炭化水素基  

DD02 ・・炭素―炭素二重結合含有  

DD03 ・・芳香環含有 

DD04 ・ハロゲン含有（―ＣＯＸは除く） 

―ＣＨ Ｘ（Ｘ；ハロゲン） 

―ＣＯＸは、ＤＤ０８を付与している。  

DD05 ・―ＯＨ  

DD06 ・―ＯＲ  

DD07 ・―ＣＯＯＨ誘導体 

―ＣＯＯＨ 

Ｈ2Ｎ―（ＣＨ2）n―ＮＨ2と、ＨＯＯＣ―（ＣＨ2）n―ＣＯＯＨを重合したものには、ＤＤ０１、ＤＤ０２は、付与して

いない。 

ＤＤ０６についても、ポリエステルアミドの場合に同様付与していない。  

DD08 ・・―ＣＯＯＲ、―ＣＯＸ（Ｒ；アルキル基）  

DD09 ・・酸無水物  

DD10 ・・金属塩 

―ＣＯＯ Ｍ   

DD11 ・（メタ）アクリル基 

DD12 ・エポキシ基  

DD13 ・―ＮＨ 誘導体 

 



 

―ＮＨ   

DD14 ・・―ＮＨＲ、―ＮＲ （Ｒ；アルキル基）  

DD15 ・・―ＮＨ    

DD16 ・・―ＣＮ  

DD17 ・・―ＮＣＯ  

DD18 ・Ｓ含有 

―ＳＯ Ｈ  

DD20 ・その他（ＦＷ） 

Ｓｉ、Ｂ含有。  

 
【ＥＡ ラクタム、アミノカルボン酸】 

EA00 ラクタム、アミノカルボン酸  

EA01 ・低分子化合物（繰返し単位無し）  

EA02 ・・ラクタム 

EA03 ・・・β―プロピオラクタム（Ｃ＝３） 

EA04 ・・・γ―ブチロラクタム（２―ピロリドン）（Ｃ＝４）  

EA05 ・・・δ―バレロラクタム（２―ピペリドン）（Ｃ＝５）  

EA06 ・・・ε―カプロラクタム（Ｃ＝６）  

EA07 ・・・ウンデカラクタム（Ｃ＝１１）  

EA08 ・・・ドデカラクタム（ラウロラクタム、ラウリロラクタム）（Ｃ＝１２）  

EA12 ・・アミノカルボン酸  

EA13 ・・・直鎖状 

Ｈ Ｎ―（ＣＨ ） ―ＣＯＯＨ  

EA14 ・・・・Ｃ＝３～２０  

EA15 ・・・・・ε―アミノカルボン酸（Ｃ＝６） 

Ｈ Ｎ―（ＣＨ ） ―ＣＯＯＨ  

EA16 ・・・・・１１―アミノウンデカン酸（Ｃ＝１１） 

Ｈ Ｎ―（ＣＨ ）  ―ＣＯＯＨ  

EA17 ・・・・・１２―アミノドデカン酸（Ｃ＝１２） 

Ｈ Ｎ―（ＣＨ ）  ―ＣＯＯＨ  

EA18 ・・・・Ｃ≧２１  

EA23 ・・・分岐状  

EA24 ・・・・脂環含有 

EA25 ・・・・・脂環数≧２  

EA26 ・・・・芳香環含有 

EA27 ・・・・・ｍ―アミノ安息香酸 

EA28 ・・・・・ｐ―アミノ安息香酸  

EA29 ・・・・・芳香環数≧２  

EA33 ・・・α―アミノ酸  

EA34 ・・・・Ｇｌｙ、Ａｌａ、Ｖａｌ、Ｌｅｕ、Ｉｌｅｕ 

グリシン、アラニン、バリン、ロイシン、イソロイシン。  

EA35 ・・・・Ｓｅｒ、Ｔｈｒ 

セリン、スレオニン。  

 



 

EA36 ・・・・Ａｓｐ、Ｇｌｕ 

アスパラギン酸、グルタミン酸。  

EA37 ・・・・Ｌｙｓ、Ａｒｇ 

リジン、アルギニン。  

EA41 ・重合体、オリゴマー（繰返し単位数≧２）  

EA42 ・・炭化水素重合体（オリゴマー）基含有 

Ｈ Ｎ―（水添加ポリブタジエン）―ＣＯＯＨ  

EA43 ・・ポリエーテル（オリゴマー）基含有 

Ｈ Ｎ―（ポリエーテル）―ＣＯＯＨ  

EA44 ・・ポリエステル（オリゴマー）基含有 

Ｈ Ｎ―（ポリエステル）―ＣＯＯＨ  

EA45 ・・ポリアミド（オリゴマー）基含有 

Ｈ Ｎ―（ポリアミド）―ＣＯＯＨ  

 
【ＥＢ ポリカルボン酸】 

EB00 ポリカルボン酸  

EB01 ・低分子化合物（繰返し単位無し）  

EB02 ・・ジカルボン酸  

EB03 ・・・直鎖状脂肪族 

ＨＯＯＣ―（ＣＨ ） ―ＣＯＯＨ  

EB04 ・・・・Ｃ＝２～８（←フマル酸）  

EB05 ・・・・・マロン酸（Ｃ＝３） 

ＨＯＯＣ―ＣＨ ―ＣＯＯＨ  

EB06 ・・・・・コハク酸（Ｃ＝４） 

ＨＯＯＣ―（ＣＨ ） ―ＣＯＯＨ  

EB07 ・・・・・グルタル酸（Ｃ＝５） 

ＨＯＯＣ―（ＣＨ ） ―ＣＯＯＨ  

EB08 ・・・・・アジピン酸（Ｃ＝６） 

ＨＯＯＣ―（ＣＨ ） ―ＣＯＯＨ  

EB09 ・・・・Ｃ＝９～１２ 

セバシン酸；ＨＯＯＣ―（ＣＨ ） ―ＣＯＯＨ  

EB10 ・・・・Ｃ≧１３  

EB13 ・・・分岐状脂肪族 

EB14 ・・・・脂環含有 

EB15 ・・・・・脂環数＝２  

EB16 ・・・・・脂環数≧３  

EB23 ・・・―ＣＯＯＨのＯ以外にＯ含有（←リンゴ酸、酒石酸） 

EB24 ・・・・エーテル結合（―Ｏ―）含有 

ＨＯＯＣ―ＣＨ ―Ｏ―ＣＨ ―ＣＯＯＨ  

EB25 ・・・Ｎ含有（←モノアミノジカルボン酸） 

Ｈ Ｎ―Ａ―（ＣＯＯＨ）   

EB26 ・・・Ｓ含有（←―Ｓ―、―ＳＯ―、―ＳＯ ―） 

ＨＯＯＣ―ＣＨ ―Ｓ―ＣＨ ―ＣＯＯＨ  

EB27 ・・・Ｃ、Ｈ、Ｏ、Ｎ、Ｓ以外の原子含有  

 



 

EB28 ・・・・ハロゲン 

ＸＣＯ―Ａ―ＣＯＸ（Ｘ；ハロゲン）は、含まない。  

EB29 ・・・・Ｐ  

EB30 ・・・・Ｓｉ  

EB33 ・・・芳香環含有  

EB34 ・・・・芳香環数＝１（←） 

EB35 ・・・・・フタル酸 

EB36 ・・・・・イソフタル酸 

EB37 ・・・・・テレフタル酸 

EB44 ・・・・芳香環数＝２  

EB45 ・・・・・縮合環  

EB46 ・・・・・・ナフタレン環  

EB55 ・・・・・単環 

EB56 ・・・・・・２つの環が炭化水素基結合 

EB57 ・・・・・・２つの環が―Ｏ―結合  

EB58 ・・・・・・２つの環が―ＣＯ―結合  

EB59 ・・・・・・２つの環がＮ含有基結合（←―ＮＨ―、―ＮＨＲ―）  

EB60 ・・・・・・２つの環がＳ含有基結合（←―Ｓ―、―ＳＯ―、―ＳＯ ―）  

EB64 ・・・・芳香環数≧３  

EB65 ・・・・・芳香環数＝３ 

EB67 ・・トリカルボン酸（←クエン酸）  

EB69 ・・テトラカルボン酸  

EB71 ・重合脂肪酸（←ダイマー酸、トリマー酸）  

EB72 ・重合体、オリゴマー（繰返し単位数≧２）  

EB73 ・・炭化水素重合体（オリゴマー）基含有 

ＨＯＯＣ―（水添加ポリブタジエン）―ＣＯＯＨ  

EB74 ・・ポリエーテル（オリゴマー）基含有 

ＨＯＯＣ―（ポリエーテル）―ＣＯＯＨ  

EB75 ・・ポリエステル（オリゴマー）基含有 

ＨＯＯＣ―（ポリエステル）―ＣＯＯＨ  

EB76 ・・ポリアミド（オリゴマー）基含有 

ＨＯＯＣ―（ポリアミド）―ＣＯＯＨ  

 
【ＥＣ ポリアミン】 

EC00 ポリアミン  

EC01 ・低分子化合物（繰返し単位無し）  

EC02 ・・ジアミン  

EC03 ・・・直鎖状脂肪族 

Ｈ Ｎ―（ＣＨ ） ―ＮＨ   

EC04 ・・・・Ｃ＝１～８  

EC05 ・・・・・エチレンジアミン（Ｃ＝２） 

Ｈ Ｎ―（ＣＨ ） ―ＮＨ   

EC06 ・・・・・プロピレンジアミン（Ｃ＝３） 

 



 

Ｈ Ｎ―（ＣＨ ） ―ＮＨ   

EC07 ・・・・・テトラメチレンジアミン（Ｃ＝４） 

Ｈ Ｎ―（ＣＨ ） ―ＮＨ   

EC08 ・・・・・ヘキサメチレンジアミン（Ｃ＝６） 

Ｈ Ｎ―（ＣＨ ） ―ＮＨ   

EC09 ・・・・Ｃ＝９～１２  

EC10 ・・・・Ｃ≧１３  

EC13 ・・・分岐状脂肪族 

EC14 ・・・・脂環含有  

EC15 ・・・・・イソホロンジアミン 

EC16 ・・・・・脂環数＝２  

EC17 ・・・・・脂環数≧３  

EC23 ・・・Ｏ含有  

EC24 ・・・・エーテル結合含有 

Ｈ Ｎ―ＣＨ ―Ｏ―ＣＨ ―ＮＨ   

EC25 ・・・・―ＣＯＯＨ含有（←モノカルボン酸ジアミン） 

（Ｈ Ｎ） ―Ｒ―ＣＯＯＨ  

EC27 ・・・―ＮＨ 以外のＮ含有  

EC28 ・・・・第二級アミン（←―ＮＨＲ） 

ビウレット；Ｎ ＮＣＯＮＨＣＯＮＨ   

EC29 ・・・・・ピペラジン  

EC33 ・・・Ｓ含有 

Ｈ Ｎ―ＣＨ ―Ｓ―ＣＨ ―ＮＨ   

EC35 ・・・Ｃ、Ｈ、Ｏ、Ｎ、Ｓ以外の原子含有  

EC36 ・・・・ハロゲン  

EC37 ・・・・Ｐ  

EC38 ・・・・Ｓｉ  

EC43 ・・・芳香環含有  

EC44 ・・・・芳香環数＝１  

EC45 ・・・・・ｍ―フェニレンジアミン  

EC46 ・・・・・ｐ―フェニレンジアミン 

EC47 ・・・・・ｍ―キシリレンジアミン  

EC48 ・・・・・ｐ―キシリレンジアミン  

EC54 ・・・・芳香環数＝２  

EC55 ・・・・・縮合環  

EC56 ・・・・・・ナフタレン環  

EC65 ・・・・・単環 

EC66 ・・・・・・２つの環が炭化水素基結合 

EC67 ・・・・・・２つの環が―Ｏ―結合 

EC68 ・・・・・・２つの環が―ＣＯ―結合  

EC69 ・・・・・・２つの環がＮ含有基結合（←―ＮＨ―、―ＮＨＲ―）  

EC70 ・・・・・・２つの環がＳ含有基結合（←―Ｓ―、―ＳＯ―、―ＳＯ ―） 

EC74 ・・・・芳香環数≧３  

 



 

EC75 ・・・・芳香環数＝３ 

EC77 ・・トリアミン  

EC79 ・・テトラミン  

EC81 ・重合体、オリゴマー（繰返し単位数≧２）  

EC82 ・・炭化水素重合体（オリゴマー）基含有 

Ｈ Ｎ―（水添加ブタジエン）―ＮＨ   

EC83 ・・ポリエーテル（オリゴマー）基含有 

Ｈ Ｎ―（ポリエーテル）―ＮＨ   

EC84 ・・ポリエステル（オリゴマー）基含有 

Ｈ Ｎ―（ポリエステル）―ＮＨ   

EC85 ・・ポリアミド（オリゴマー）基含有 

Ｈ Ｎ―（ポリアミド）―ＮＨ   

EC86 ・・ポリアルキレンポリアミン  

EC87 ・・・ジエチレントリアミン 

Ｈ Ｎ―（ＣＨ ） ―ＮＨ―（ＣＨ ） ―ＮＨ   

 
【ＥＤ ポリオール】 

ED00 ポリオール  

ED01 ・低分子化合物（繰返し単位無し）  

ED02 ・・ジオール  

ED03 ・・・直鎖状脂肪族 

ＨＯ―（ＣＨ ） ―ＯＨ  

ED04 ・・・・Ｃ＝１～８  

ED05 ・・・・・エチレングリコール（Ｃ＝２） 

ＨＯ―（ＣＨ ） ―ＯＨ  

ED06 ・・・・・プロピレングリコール（Ｃ＝３） 

ＨＯ―（ＣＨ ） ―ＯＨ  

ED07 ・・・・・テトラメチレングリコール（Ｃ＝４） 

ＨＯ―（ＣＨ ） ―ＯＨ  

ED08 ・・・・・ヘキサメチレングリコール（Ｃ＝６） 

ＨＯ―（ＣＨ ） ―ＯＨ  

ED09 ・・・・Ｃ≧９  

ED13 ・・・分岐状脂肪族  

ED14 ・・・・脂環含有  

ED15 ・・・・・脂環数≧２  

ED23 ・・・芳香環を含有  

ED24 ・・・・芳香環数＝１  

ED34 ・・・・芳香環数＝２  

ED35 ・・・・・縮合環  

ED36 ・・・・・・ナフタレン環  

ED45 ・・・・・単環  

ED46 ・・・・・・２つの環が炭化水素基結合  

ED47 ・・・・・・２つの環が―Ｏ―結合  

 



 

ED48 ・・・・・・２つの環が―ＣＯ―結合  

ED49 ・・・・・・２つの環Ｎ含有基結合（←―ＮＨ―、―ＮＨＲ―）  

ED50 ・・・・・・２つの環がＳ含有基結合（←―Ｓ―、―ＳＯ―、―ＳＯ ―）  

ED54 ・・・・芳香環数≧３  

ED55 ・・・・・芳香環数＝３  

ED57 ・・トリオール 

ED59 ・・テトラオール 

ED61 ・重合体、オリゴマー（繰返し単位数≧２）  

ED62 ・・炭化水素重合体（オリゴマー）基含有 

ＨＯ―（水添加ポリブタジエン）―ＯＨ  

ED63 ・・ポリアルキレンポリオール 

ＨＯ―（（ＣＨ ）ｍＯ） ―Ｈ  

ED64 ・・・ポリエチレングリコール 

ＨＯ―（ＣＨ ＣＨ Ｏ） ―Ｈ  

ED65 ・・・ポリプロピレングリコール 

ＨＯ―（ＣＨ ＣＨ ＣＨ Ｏ） ―Ｈ  

ED66 ・・ポリエステル（オリゴマー）基含有 

ＨＯ―（ポリエステル）―ＯＨ  

ED67 ・・ポリアミド（オリゴマー）基含有 

ＨＯ―（ポリアミド）―ＯＨ  

 
【ＥＥ その他（ＥＡ００～ＥＤ００以外）の成分】 

EE00 その他（ＥＡ００～ＥＤ００以外）の成分 

EE01 ・無機化合物  

EE02 ・・元素 

炭素  

EE04 ・・金属化合物 

ＮａＨ  

EE06 ・・ハロゲン含有 

ＮａＣｌ、ＨＣｌ  

EE08 ・・Ｏ含有  

EE09 ・・・アルカリ（土類）金属化合物（←ＮａＯＨ、ＭｇＯ）  

EE12 ・・Ｎ含有 

Ｈ ＮＯ   

EE14 ・・Ｓ含有 

塩化スルフリル；ＳＯＣｌ 硫酸；Ｈ ＳＯ   

EE16 ・・Ｐ含有（←リン酸） 

リン酸；Ｈ ＰＯ  ホスフィン；ＰＨ   

EE18 ・・Ｓｉ含有（←シリカ）  

EE20 ・・Ｂ含有ホウ酸；Ｈ ＢＯ   

EE21 ・有機化合物  

EE22 ・・炭化水素  

EE23 ・・ハロゲン含有  

EE24 ・・Ｏ含有 

 



 

ＨＣＨＯ、（ＣＨ ） ＣＯ  

EE25 ・・・アルコール  

EE26 ・・・エーテル  

EE27 ・・・カルボン酸、その金属塩、その無水物  

EE28 ・・・・モノカルボン酸（←ステアリン酸） 

ＣＨ ＣＯＯＮａ 

EE29 ・・・・ヒドロキシ酸  

EE30 ・・・エステル（←ポリエステル）  

EE35 ・・・フェノール類  

EE36 ・・・・芳香族オキシカルボン酸 

EE37 ・・・過酸化物  

EE38 ・・・異項原子としてＯ含有複素環式化合物 

EE42 ・・Ｎ含有  

EE43 ・・・アミン（←第四級アンモニウム）  

EE44 ・・・・第一級アミン  

EE45 ・・・・・モノアルカノールモノアミン  

EE46 ・・・・第二級アミン  

EE47 ・・・・第三級アミン  

EE53 ・・・カルボン酸アミド 

EE54 ・・・・アクリルアミド 

EE55 ・・・カルボジイミド  

EE56 ・・・―ＣＮ基含有  

EE57 ・・・―ＮＣＯ基含有 

（イメージ１１）の反応（イソシアネート法）によりポリアミドを生成する場合、４Ｊ００１のテーマに包含しない

ので、タームを付与していない。  

EE58 ・・・尿素、尿素結合含有  

EE64 ・・・異項原子としてＮ含有複素環式化合物  

EE65 ・・・・異項原子として１個のＮ含有（←アシルラクタム） 

EE66 ・・・・・ラクラム環を２個含有 

EE67 ・・・・異項原子として２個のＮ含有  

EE69 ・・・・異項原子として更にＯ含有 

EE70 ・・・・・オキサゾリン 

EE72 ・・Ｓ含有  

EE74 ・・Ｐ含有  

EE75 ・・・リン酸エステル 

EE76 ・・・亜リン酸エステル 

EE77 ・・・ホスフィン酸化合物  

EE78 ・・・ホスフォン酸化合物 

EE82 ・・Ｓｉ含有  

EE83 ・・・ポリシロキサン 

―（―Ｓｉ―Ｏ―） ―  

EE85 ・・Ｂ含有  

 



 

EE87 ・・有機金属化合物 

炭素―金属結合を有する有機化合物。  

 
【ＦＡ ラクタム、アミノカルボン酸の使用数】 

FA00 ラクタム、アミノカルボン酸の使用数  

FA01 ・使用しない  

FA03 ・１種類使用  

FA05 ・２種類以上使用 

例えば、「・・のうち、２種又はそれ以上使用」という場合に付与している。  

FA06 ・・２種類使用  

FA07 ・・３種類使用  

FA08 ・・４種類以上使用  

 
【ＦＢ ポリカルボン酸の使用数】 

FB00 ポリカルボン酸の使用数  

FB01 ・使用しない  

FB03 ・１種類使用  

FB05 ・２種類以上使用  

FB06 ・・２種類使用  

FB07 ・・３種類使用  

FB08 ・・４種類以上使用  

 
【ＦＣ ポリアミンの使用数】 

FC00 ポリアミンの使用数  

FC01 ・使用しない  

FC03 ・１種類使用  

FC05 ・２種類以上使用  

FC06 ・・２種類使用  

FC07 ・・３種類使用  

FC08 ・・４種類以上使用  

 
【ＦＤ ポリカルボン酸とポリアミンの配合割合】 

FD00 ポリカルボン酸とポリアミンの配合割合  

FD01 ・等量  

FD03 ・―ＣＯＯＨ過剰  

FD05 ・―ＮＨ 過剰  

 
【ＧＡ 重合方法】 

GA00 重合方法  

GA01 ・開環重合  

GA02 ・・アニオン重合  

 



 

GA03 ・・水添加重合  

GA05 ・ＮＣＡ法 

α―アミノ酸とホスゲンを反応させたＮ―カルボン酸無水物を重合する方法。  

GA11 ・重縮合  

GA12 ・・溶融重合 

単量体及び重合体の融点以上の温度に加熱し、液層均一系で重合する方法。  

GA13 ・・溶液重合 

単量体を溶媒に溶かし、溶媒に可溶の触媒を添加して重合する方法。  

GA14 ・・懸濁重合 

単量体を水に分散させて、単量体に可溶の触媒を添加して重合する方法。 

粒状重合、パール重合。  

GA15 ・・固相重合 

重合してポリマーを成形したものを、不活性ガス雰囲気中で加熱することによる、固相状態によるポリ

マーの高重合度化。  

GA16 ・・界面重合  

GA20 ・その他（ＦＷ） 

アクリルアミドから水素移動重合によるナイロン３の合成。 

イソシアネート法は、付与していない。 

乳化重合は、単量体＋水＋乳化剤に、水に可溶の触媒を添加して重合する方法。 

塊状重合は、単量体を単独で、単量体に可溶の触媒を添加して重合する方法。  

 
【ＧＢ 重合操作】 

GB00 重合操作  

GB01 ・原料成分の前処理  

GB02 ・温度  

GB03 ・圧力  

GB04 ・水分 

水の添加によるラクタムの開環。  

GB05 ・・除去 

重縮合により、生成された水を除去する。  

GB06 ・時間  

GB07 ・重合遅延  

GB11 ・多段階重合 

連続重合、バッチ式重合。  

GB12 ・・予備縮合物、プレポリマー、中間生成物  

GB13 ・・・両末端―ＣＯＯＨ  

GB14 ・・・両末端―ＮＨ   

GB16 ・分子量の増加（ＧＥ１６参照）（←後重合） 

溶融重合（連続重合、バッチ重合）、固相重合等で、例えば、温度、圧力等の条件を変えることにより、予

備縮合物の分子量を増加させる場合に付与している。 

ＧＥ１６は、溶融混合によるもの。  

GB20 ・その他（ＦＷ）  

 
 

 



 

【ＧＣ 重合装置】 

GC00 重合装置  

GC01 ・重合装置の洗浄  

GC02 ・重合装置の保守  

GC03 ・攪拌装置 

GC04 ・反応重合槽  

GC05 ・押出機  

GC10 ・その他（ＦＷ）  

 
【ＧＤ 重合後の処理（物理的）】 

GD00 重合後の処理（物理的）  

GD01 ・未反応単量体、オリゴマーの回収  

GD02 ・溶媒と重合体の分離  

GD03 ・触媒の処理  

GD04 ・・失活  

GD05 ・・分離  

GD06 ・重合体の後処理  

GD07 ・・洗浄  

GD08 ・・乾燥  

GD10 ・その他（ＦＷ）  

 
【ＧＥ 重合体の化学的変性】 

GE00 重合体の化学的変性 

ポリアミドの末端に、モノカルボン酸を付加するといった場合があるが、例えば、既成のポリアミド重合体

の末端に、モノカルボン酸を付与しているときに、ＧＥのタームを付与している。又、「ＥＥ２８．Ｃ」も付与し

ている。 

ジカルボン酸、ジアミン、及びモノカルボン酸を一度に混ぜて、反応させる場合は、「ＥＥ２８．Ｃ」を付与し

ているが、ＧＥは、付与していない。  

GE01 ・非架橋変性  

GE02 ・・Ｃ、Ｈ、Ｏ、Ｎの導入  

GE03 ・・・アルコキシアルキル基の導入  

GE04 ・・Ｃ、Ｈ、Ｏ、Ｎ以外の原子含有基の導入  

GE05 ・・・ハロゲン又はハロゲン含有基の導入  

GE06 ・・・Ｓ含有基の導入  

GE07 ・・・Ｓｉ含有基の導入  

GE11 ・架橋化変性（硬化）  

GE13 ・分子量低下（解重合） 

重合体がモノマーに分解すること。  

GE15 ・溶融混台 

ポリアミドとポリエステルのペレットを溶融、混練してポリエステルアミドを得る。  

GE16 ・・分子量の増加（ＧＢ１６参照） 

例えば、ペレタライズされたポリアミド樹脂を溶融し、鎖延長剤等を用いて分子量を増加させる。 

ＧＢ１６は、溶融混合によらないもの。  

 



 

【ＨＡ 成形方法】 

HA00 成形方法  

HA01 ・射出成形  

HA02 ・押出成形  

HA03 ・重合成形（←モノマー注型成形法、ＲＩＭ法） 

モノマーキャスティング法、反応射出成形法。  

HA04 ・中空成形 

ブロー中空成形  

HA05 ・圧縮成形  

HA10 ・その他（ＦＷ）  

 
【ＪＡ 用途】 

JA00 用途  

JA01 ・成形材料  

JA02 ・・一搬機械部品 

ホース、チューブ。  

JA03 ・・・摺動部材 

カム、軸受、ベアリング。  

JA04 ・・・自動車外装用 

バンパー、スポイラー。  

JA05 ・・・自動車内部機構用 

自動車アンダーフード部材、ラジエタータンク、ファスナー、シリンダーヘッド。 

自動車用摺動材には、ＪＡ０３とＪＡ０５を付与している。  

JA07 ・・電気、電子部品 

コネクター。  

JA08 ・・・外装用  

JA10 ・・繊維  

JA12 ・・フィルム、シート 

単層／多層フィルム、未延伸／延伸（一軸、二軸）。  

JA13 ・・・食品包装用  

JA15 ・・強化材  

JA17 ・被覆、塗装 

ワイヤー被覆、光ファイバー被覆、電線被覆、塗料。  

JA18 ・接着剤  

JA19 ・再利用 

スクラップの再利用、バリの再利用。  

JA20 ・その他（ＦＷ） 

インク。  

 
【ＪＢ 重合体の物性】 

JB00 重合体の物性 

重合体の物性は、記載されているもの全てを付与している。粘度などは、多くの文献に記載されている

が、それら全てについて付与している。  

JB01 ・分子量（Ｍｎ、Ｍｗ） 

 



 

密度、比重。  

JB02 ・粘度（←極限粘度〔（イメージ１）〕） 

相対粘度、極限粘度、溶融粘度、溶液粘度。  

JB03 ・分子量分布 

Ｍｎ／Ｍｗ  

JB04 ・溶融特性 

ＭＦＲ（メルトフローレート）。  

JB05 ・・ＭＩ（メルトインデックス）  

JB06 ・融点（ｍｐ）  

JB07 ・ガラス転移点（Ｔｇ）  

JB08 ・結晶特性 

結晶化度  

JB09 ・・非晶性、無定形  

JB10 ・・半晶性  

JB11 ・液晶性  

JB12 ・成形性  

JB13 ・・成形加工性  

JB14 ・・寸法安定性  

JB15 ・・・歪み、反り防止  

JB16 ・酸価、アミン価 

―ＣＯＯＨ濃度、―ＮＨ 濃度。  

JB17 ・吸水性  

JB18 ・耐熱性  

JB19 ・難燃性  

JB20 ・防炎性  

JB21 ・機械的特性  

JB22 ・・耐衝撃性  

JB23 ・弾性、可撓性  

JB24 ・耐摩耗性  

JB25 ・表面特性  

JB26 ・・光沢性  

JB27 ・・外観性  

JB28 ・・平滑性  

JB29 ・バリヤー性 

ガスバリヤー性、液体バリヤー性。  

JB30 ・熱水収縮率  

JB31 ・化学的特性  

JB32 ・・耐薬品性 

耐不凍液。  

JB33 ・・耐油性  

JB34 ・・溶解性  

JB35 ・・染色性  

JB36 ・電気的特性  

 



 

JB37 ・・誘電正接（ｔａｎδ）  

JB38 ・・絶縁性  

JB39 ・・導電性  

JB41 ・光学的特性  

JB42 ・・透明性  

JB43 ・・光学異方性、等方性  

JB44 ・塗装性  

JB45 ・接着性 

ゴムに対する接着性。  

JB46 ・・金属に対する  

JB50 ・その他（ＦＷ）  

 
【ＪＣ 重合体の性状、形態】 

JC00 重合体の性状、形態  

JC01 ・固体  

JC02 ・・粉体、粒状  

JC03 ・・多孔  

JC04 ・・繊維状  

JC06 ・分散媒体  

JC08 ・溶液  

JC10 ・その他（ＦＷ） 

発泡体。  

 
 
 
○「観点」「ターム」および「その他のターム」の利用上の注意点 
（１）観点中に下位展開されたタームのうち、適当なタームが無いときは、「その他（ＦＷ）」ター

ムに付与している。 
（２）観点を表すターム（記号００）には、付与していない。 
（３）一観点中であっても該当するタームが複数あれば、複数付与している。ラストプレースルー

ルは、採用していない。 
（４）いずれか曖昧な場合は、全て付与している。 
（５）下位概念のタームで十分に把握される場合には、上位概念のタームを選択していない。 
（６）ＥＡ～ＥＥの配合成分について重点的に付与している。 

 



高分子 

AA00 AA01 AA02 AA03 AA04 AA05 AA06 AA07

不特定の高分
子化合物

・熱可塑性高分
子化合物

・熱硬化性高分
子化合物

・特定の基の存
在に特徴のある
もの

・・Ｘ原子を含む
もの

・・Ｏ原子を含む
もの

・・・－ＣＯＯＨ基
を含むもの

・・窒素原子を含
むもの

AB00 AB01 AB02 AB03 AB04 AB05

多糖類 ・セルロ－ス ・・セルロ－スエ
ステル

・・セルロ－スエ
－テル；セルロ
－スエ－テルエ
ステル

・でん粉，アミロ
－スもしくはアミ
ロペクチン

・その他の多糖
類

AC00 AC01 AC02 AC03 AC04 AC05 AC06 AC07 AC08 AC09 AC10

不特定のゴム；
天然ゴムまた
は共役ジエン
ゴム

・天然ゴム ・共役ジエン炭
化水素の（共）重
合体

・・ブタジエンの
単独重合体

・・・１，２結合が
５０％以上の

・・・１，４結合が
５０％以上の

・・イソプレンの
単独重合体

・・アクリロニトリ
ルとの共重合体

・・スチレンとの
共重合体

・クロロプレンの
（共）重合体

・カルボキシル
基を含有するゴ
ム

AC11 AC12 AC13 AC14

・ゴム誘導体（Ａ
Ｃ１０が優先）

・・ハロゲンを含
有するゴム誘導
体

・再生ゴム ・その他のゴム

AD00 AD01 AD02 AD03

蛋白質 ・ゼラチン；その
誘導体

・カゼイン；その
誘導体

・その他

AE00 AE01 AE02 AE03 AE04 AE05

油，脂肪また
はワックス

・加硫油　（例、
ファクチス）

・リノキシン ・ワックス ・・ミネラルワック
ス

・その他

AF00 AF01 AF02 AF03

天然樹脂 ・シェラック ・ロジン ・その他

AG00

瀝青質材料

AH00

リグニン含有
材料

AJ00

その他の天然
高分子

BA00 BA01

Ｃ＝Ｃのみが
関与する反応
によって得られ
る不特定重合
体

・鉱油炭化水素
の共重合体（石
油樹脂）

BB00 BB01 BB02 BB03 BB04 BB05 BB06 BB07 BB08 BB09 BB10

オレフィンの
（共）重合体

・化学的な後処
理によって変性
されていないも
の

・・エテンの（共）
重合体

・・・ポリエテン ・・・エテンの共
重合体（一酸化
炭素との共重合
体→ＣＪ）

・・・・オレフィンと
の共重合体（Ｂ
Ｂ１５が優先）

・・・・酢酸ビニル
との共重合体
（部分加水分解
物→ＢＢ２２）

・・・・（メタ）アクリ
レ－トとの共重
合体

・・・・（メタ）アクリ
ル酸との共重合
体

・・・・不飽和ジカ
ルボン酸または
その無水物との
共重合体

・・・・その他の単
量体との共重合
体（ＣＯとの共重
合体→ＣＪ００）

BB11 BB12 BB13 BB14 BB15 BB16 BB17 BB18 BB19 BB20

・・プロペンの
（共）重合体

・・・ポリプロペン ・・・・アタクチック
ポリプロピレン

・・・プロペンの
共重合体（ＢＢ１
５が優先）

・・エテン－プロ
ペン（一ジエン）
共重合体

・・Ｃ４　以上の
炭化水素　（共）
重合体

・・・Ｃ４～９のも
の

・・・・イソブテン
の共重合体；ブ
チルゴム

・・・Ｃ１０以上の
もの

・化学的な後処
理によって変性
されたもの

BB21 BB22 BB23 BB24 BB25 BB26 BB27 BB28

・・不飽和ジカル
ボン酸またはそ
の無水物との反
応（マレイン化に
よる）

・・加水分解によ
る（エチレン－ビ
ニルアルコール
共重合体）

・・金属によるイ
オン架橋反応に
よる（←アイオノ
マー）

・・ＸまたはＸ含
有化合物との反
応による（ＢＢ２
６が優先）

・・酸化による ・・ＰまたはＳ含
有化合物との反
応による

・・・クロロスルホ
ン化による

・・Ｎ含有化合物
との反応，（例．
ニトロ化による）

AJ

BA

BB

AE

AF

AG

AH

C08K3/00-13/08;C08L1/00-101/14

AA

AB

　1-3 　　Ｆ タ ー ム

高分子組成物

AC

AD

4J002

http://www5.ipdl.ncipi.go.jp/pmgs1/pmgs1/!frame?hs=1&gb=20&dep=3&sec=4J&cls=002&scls=&mgrp=&idx=&sgrp=&sf=&bs=&dt=0&wrd=&nm=
http://www5.ipdl.ncipi.go.jp/pmgs1/pmgs1/!frame?hs=1&gb=11&dep=17&sec=C&cls=08&scls=K&mgrp=3&idx=/&sgrp=00&sf=&bs=&dt=0&wrd=&nm=C08K3/00
http://www5.ipdl.ncipi.go.jp/pmgs1/pmgs1/add_frame?name=4J002&gamen1=1
http://www5.ipdl.ncipi.go.jp/pmgs1/pmgs1/add_frame?name=4J002&gamen1=1
http://www5.ipdl.ncipi.go.jp/pmgs1/pmgs1/add_frame?name=4J002&gamen1=1
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BC00 BC01 BC02 BC03 BC04 BC05 BC06 BC07 BC08 BC09 BC10

不飽和芳香族
化合物の共重
合体

・炭化水素の共
重合体

・・スチレンの
（共）重合体

・・・ポリスチレン ・・・スチレンの
共重合体（ＢＨ０
１，ＢＮ１５が優
先）

・・・・共役ジエン
との

・・・・不飽和ニト
リルとの

・・・・不飽和カル
ボン酸エステル
との

・・アルキル置換
スチレンの（共）
重合体

・・・α－メチル
スチレン

・ＣおよびＨ以外
の元素を含有す
る芳香族単量体
の（共）重合体

BC11 BC12 BC13

・・Ｘ（ハロゲン）
を含有する

・・Ｏをするもの ・２個以上の環を
含有する芳香族
単量体の（共）重
合体

BD00 BD01 BD02 BD03 BD04 BD05 BD06 BD07 BD08 BD09 BD10

ハロゲン化オ
レフィンの（共）
重合体

・化学的な後処
理によって変性
されていないも
の

・・Ｃｌを有するも
の

・・・塩化ビニル
の（共）重合体

・・・・塩化ビニル
の単独重合体

・・・・塩化ビニル
（共）重合体

・・・・・エチレンと
の

・・・・・プロピレン
との

・・・・・ビニルエ
ステル（酢ビ等）
との

・・・・・（メタ）アク
リル酸エステル
との

・・・塩化ビニリデ
ンの（共）重合体

BD11 BD12 BD13 BD14 BD15 BD16 BD17 BD18

・・ＢｒまたはＩ原
子を含有するも
の

・・Ｆを含有する
もの

・・・ふっ化ビニ
ルの（共）重合体

・・・ふっ化ビニリ
デンの（共）重合
体

・・・テトラフルオ
ロエテンの（共）
重合体

・・・ヘキサフル
オロプロペンの
（共）重合体

・化学的な後処
理によって変性
されたもの

・・ハロゲン化さ
れたもの

BE00 BE01 BE02 BE03 BE04 BE05 BE06

不飽和アルコ
－ル，エ－テ
ル，アルデヒ
ド，ケトン，アセ
タールまたは
ケタールの
（共）重合体

・不飽和アルコ
－ルの（共）重合
体

・・ポリビニルア
ルコ－ル；飽和
カルボン酸ビニ
ルエステルの
（共）重合体の
（部分）加水分解
物

・・・ポリエチレン
－ビニルアルコ
－ル；飽和カル
ボン酸ビニルエ
ステルとエチレ
ンとの共重合体
の（部分）加水分
解物

・不飽和エ－テ
ルの（共）重合体

・不飽和アルデ
ヒドまたはケトン
の（共）重合体

・不飽和アセタ
－ルまたはケタ
－ルの重合に
よって、または
不飽和アルコー
ルの重合体の後
処理によって得
られるアセター
ルまたはケター
ルの（共）重合体

BF00 BF01 BF02 BF03 BF04 BF05 BF06

飽和カルボン
酸，炭酸また
はハロ蟻酸の
不飽和アル
コールとのエス
テルの（共）重
合体

・モノカルボン酸
エステルの（共）
重合体

・・酢酸ビニルの
（共）重合体

・・・酢酸ビニル
とエチレンの共
重合体

・多価カルボン
酸エステルの
（共）重合体

・・フタル酸ジア
リル

・炭酸またはハ
ロ蟻酸のエステ
ルの（共）重合体

BG00 BG01 BG02 BG03 BG04 BG05 BG06 BG07 BG08 BG09 BG10

不飽和モノカ
ルボン酸また
はその誘導体
の（共）重合体

・酸の（共）重合
体；その金属塩
またはアンモニ
ウム塩（←無水
物）

・エステルの
（共）重合体

・・Ｃ，ＨおよびＯ
のみを含有し、
しかしそのＯは
カルボキシル基
の一部分として
のみ存在するエ
ステルの

・・・アクリル酸エ
ステルの（共）重
合体

・・・メタアクリル
酸エステルの
（共）重合体

・・・・ＭＭＡの
（共）重合体

・・カルボキシル
基のＯ以外に
Ｘ，Ｎ，Ｓまたは
Ｏ原子を含有す
るエステルの

・・・Ｘ原子を含有
するエステルの
（共）重合体

・ニトリルの（共）
重合体

・・アクリロニトリ
ルの（共）重合体
（ＢＮ１５が優先）

BG11 BG12 BG13

・・４個以上のＣ
原子を含有する
ニトリルの（共）
重合体

・アミドまたはイ
ミドの（共）重合
体

・・アクリルアミド
またはメタクリル
アミドの（共）重
合体

BH00 BH01 BH02

不飽和ポリカ
ルボン酸また
はその誘導体
の（共）重合体

・ビニル芳香族
単量体との共重
合体

・その他

BJ00

不飽和アミン，
その誘導体ま
たは不飽和含
窒素複素環化
合物の（共）重
合体

BK00

環中にＣ＝Ｃを
含有する炭素
環または複素
環化合物の
（共）重合体

BL00 BL01 BL02

１つの不飽和
脂肪族基に２
個以上のＣ＝
Ｃを含有する
化合物の（共）
重合体（ＢＫ０

・ブタジエンの
（共）重合体

・その他

BM00

Ｃ三Ｃを含有す
る化合物の
（共）重合体

BL

BM

BH

BJ

BK

BE

BF

BG

BC

BD
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BN00 BN01 BN02 BN03 BN04 BN05 BN06 BN07 BN08 BN09 BN10

グラフト重合体 ・多糖類にグラフ
トされた

・天然ゴムにグ
ラフトされた（合
成ジエンゴム→
ＢＮ１４）

・１個のＣ＝Ｃを
含有する不飽和
脂肪族炭化水素
の（共）重合体に
グラフトされた

・・グラフトマ－と
してビニルシラン
化合物を用いる
もの

・・グラフトマ－と
して不飽和カル
ボン酸を用いる
もの

・・エチレン－α
オレフィン共重
合体またはエチ
レン－αオレフィ
ン非共役ジエン
共重合体にグラ
フトされた

・・エチレン－酢
酸ビニル共重合
体にグラフトされ
た（←ＡＥＳ）

・・・グラフトマ－
として塩化ビニ
ルを用いるもの

・・化学的な後処
理によって変性
された高分子に
グラフトされた

・・・塩素化ポリ
オレフィンにグラ
フトされた（←Ａ
ＣＳ）

BN11 BN12 BN13 BN14 BN15 BN16 BN17 BN18 BN19 BN20

・１個のＣ＝Ｃを
含む脂肪族基を
持ち、その少なく
とも１つが１個の
カルボキシル基
又はその塩、無
水物、エステ
ル、アミド、イミド
又はニトリルに
より停止されて
いる化合物の
（共）重合体；そ
の誘導体にグラ
フトされた

・・アクリル酸エ
ステルの重合体
にグラフトされた
（←ＡＡＳ）

・１個以上の不
飽和脂肪族基を
もち、その少なく
とも一個が二個
以上のＣ＝Ｃを
含有する化合物
の（共）重合体；
その誘導体（←
後処理による化
学的変性物にグ
ラフトされた

・・共役ジエンに
グラフトされた

・・・ＡＢＳ（←構
成不明なＡＢＳ）

・・・ＭＢＳ ・Ｃ＝Ｃ結合のみ
が関与する以外
の反応によって
得られる高分子
化合物にグラフ
トされた

・・ポリエ－テル
にグラフトされた

・無機材料にグ
ラフトされた

・Ｃ＝Ｃ結合のみ
が関与する反応
によって得られ
る高分子化合物
又はその誘導体
（後処理による
化学変性物）に
グラフトされた重
合体であって、Ｂ
Ｎ０３－ＢＮ１６に
分類されないも
の

BN21 BN22 BN23

・予め形成され
たグラフト重合
体にグラフトされ
た；ブロック共重
合体にグラフトさ
れた

・相異なる２種以
上の高分子の混
合物にグラフトさ
れた

・その他の高分
子にグラフトされ
た

BP00 BP01 BP02 BP03

ブロック共重合
体

・ビニル芳香族
炭化水素・共役
ジェンブロック共
重合体；その誘
導体

・エチレン－プロ
ピレン共重合体

・その他

BQ00

その他のＣ＝
Ｃのみが関与
する反応に
よって得られる
（共）重合体（Ａ
ＢＳ→ＢＮ１５，
石油脂肪→Ｂ
Ａ０１）

CA00

Ｃ＝Ｃのみが
関与する重合
反応以外の反
応により得られ
る不特定高分
子化合物　（ポ
リテルペン→Ｃ
Ｅ００）

CB00

ポリアセタ－ル

CC00 CC01 CC02 CC03 CC04 CC05 CC06 CC07 CC08 CC09 CC10

アルデヒドまた
はケトンの縮
重合体

・アルデヒドまた
はケトンのみの
縮重合体

・アルデヒドまた
はケトンとフェノ
－ルのみとの縮
重合体

・・アルデヒドと
フェノ－ルとの
（フェノール樹
脂；ＣＣ０３－ＣＣ
１０）

・・・１価フェノ－
ルとの

・・・・炭化水素置
換基を有する
フェノ－ルとの

・・・多価フェノ－
ルとの

・・・変性フェノ－
ル－アルデヒド
縮合物

・・・・有機酸また
はその誘導体
（例．油脂）によ
るもの

・・・・エ－テル化
によるもの

・・ケトンとフェノ
－ルとの

CC11 CC12 CC13 CC14 CC15 CC16 CC17 CC18 CC19 CC20

・・アルデヒドとケ
トンの混合物と
フェノ－ルとの

・アルデヒドまた
はケトンと芳香
族炭化水素また
はそのハロゲン
誘導体のみとの
縮重合体

・アルデヒドまた
はケトンと窒素
に結合した水素
を含む化合物の
みとの縮重合体
（アミノフェノール
との→ＣＣ０２）

・・アルデヒドと
非環式または炭
素環式化合物と
の

・・・アミンとの ・・・尿素または
チオ尿素との

・・アルデヒドと
複素環式化合物
との

・・・メラミンとの ・・・グアナミンと
の

・・アルデヒドと
複素環式および
非環式または炭
素環式化合物と
の

CC21 CC22 CC23 CC24 CC25 CC26 CC27 CC28 CC29

・・・尿素または
チオ尿素―アル
デヒド縮合物

・・変性アミン－
アルデヒド

・・・変性尿素ま
たはチオ尿素－
アルデヒド縮合
物

・・・変性複素環
式化合物－アル
デヒド縮合物

・・ケトンとＮに結
合したＨを含む
化合物とのベン

・・アルデヒドとケ
トンの混合物と
Ｎに結合したＨを
含む化合物との

・アルデヒドまた
はケトンとグル
－プＣＣ０２，ＣＣ
１２およびＣＣ１３
の少なくとも二
個に属する単量
体との縮合体

・・フェノ－ルお
よびＮに結合し
たＨを含む単量
体との

・アルデヒドまた
はケトンのグル
－プＣＣ０２，ＣＣ
１２，ＣＣ１３，ＣＣ
２７に属さない単
量体との重縮合
体

CD00 CD01 CD02 CD03 CD04 CD05 CD06 CD07 CD08 CD09 CD10

エポキシ樹脂 ・脂肪族 ・脂環族 ・芳香族 ・・フェノ－ル系 ・・・ビスフェノ－
ル系（ビスフェ
ノールとエピクロ
ルヒドリンから）

・・・ノボラック樹
脂系（ノボラック
樹脂とエピクロ
ルヒドリンから）

・・・ポリフェノ－
ル系（ポリフェ
ノールとエピクロ
ルヒドリンから）

・・カルボン酸系
（カルボン酸とエ
ピクロルヒドリン
から）

・・・オキシカル
ボン酸系（オキ
シカルボン酸と
エピクロルヒドリ
ンから）

・・・ジカルボン
酸系（ジカルボ
ン酸とエピクロ
ルヒドリンから）

CD

CB

CC

BP

BQ

CA

BN
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CD11 CD12 CD13 CD14 CD15 CD16 CD17 CD18 CD19 CD20

・Ｃ，Ｈ，Ｏ以外
の原子を有する
もの

・・ハロゲン含有 ・・Ｎ原子含有 ・・・トリグリシジ
ルイソシアヌレ
－ト

・・金属含有 ・エポキシ化油 ・不飽和重合体
のエポキシ化物

・・エポキシ化共
役ジエン重合体

・エポキシ基含
有ビニル化合物
の重合体

・化学的後処理
により変性され
たもの

CE00

主鎖にＣ－Ｃ
結合を形成す
る反応によっ
て得られる高
分子化合物（Ａ
Ｃ００～１４，Ｂ
Ａ００～ＢＱ０
０、ＣＣ００が優
先）

CF00 CF01 CF02 CF03 CF04 CF05 CF06 CF07 CF08 CF09 CF10

ポリエステル ・少なくとも１成
分が３官能以上
の

・・Ｃ，Ｈ，Ｏ以外
の原子含有

・ジカルボン酸お
よびジヒドロキシ
化合物から誘導
されたポリエス
テル

・・芳香族ジカル
ボン酸

・・・テレフタル酸 ・・・・エチレンテ
レフタレ－ト単位
を５０％以上含
むポリエステル

・・・・テトラメチレ
ンテレフタレ－ト
単位を５０％以
上含むポリエス
テル

・・・ナフタレンジ
カルボン酸

・・エーテル基含
有

・・・ポリエ－テル
セグメント〔－（Ｒ
Ｏ）－ｎ　ｎ≧３の
同一繰返し単位
を有するもの〕含
有

CF11 CF12 CF13 CF14 CF15 CF16 CF17 CF18 CF19 CF20

・・Ｃ，Ｈ，Ｏ以外
の原子含有

・・・ハロゲン ・・・Ｎ ・・・Ｓ ・・・Ｐ ・・全芳香族ポリ
エステル　　ポリ
アリレート

・・芳香族ポリエ
ステルセグメント
と脂肪族ポリエ
ステルセグメント
を有するブロック
共重合体

・ヒドロキシカル
ボン酸、ラクトン
より誘導された
ポリエステル

・・ラクトン，ラク
チド

・・Ｃ，Ｈ，Ｏ以外
の原子含有

CF21 CF22 CF23 CF24 CF25 CF26 CF27 CF28

・不飽和ポリエス
テル

・・不飽和ポリカ
ルボン酸を用い
るもの

・・不飽和ポリヒ
ドロキシ化合物
を用いるもの（含
エポキシ化合
物）

・・モノカルボン
酸またはモノヒド
ロキシ化合物を
用いて製造され
た

・・シクロペンタジ
エン誘導体を用
いて製造された

・・Ｃ、Ｈ、Ｏ以外
の原子を含有す
る不飽和ポリエ
ステル

・・化学的な後処
理により変性さ
れたもの

・高級脂肪油ま
たはその酸によ
り、または樹脂
または樹脂酸に
より変性された
ポリエステル（Ｃ
Ｆ２１が優先）

CG00 CG01 CG02 CG03 CG04

ポリカ－ボネ
－ト；ポリエス
テルカ－ボネ
－ト

・Ｃ，Ｈ，Ｏのみを
含有するポリカ
－ボネ－ト

・Ｃ，Ｈ，Ｏ以外
の原子を含有す
るポリカボネート

・・ハロゲン含有 ・ポリエステルカ
－ボネ－ト

CH00 CH01 CH02 CH03 CH04 CH05 CH06 CH07 CH08 CH09

ポリエ－テル
（ポリチオエー
テル→ＣＮ０１）

・脂肪族ポリエ
－テル（脂環式
ポリエ－テル）

・・環状エ－テル
からの

・・・環内に４個ま
たはそれ以上の
環形成原子を有
する環状エーテ
ルからの

・・・エピハロヒド
リンからの

・・化学的な後処
理によって変性
されたもの

・芳香族ポリエ
－テル

・・ポリフェニレン
オキサイド

・・フェノキシ樹
脂

・・ポリエ－テル
ケトン　（ポリケト
ン→ＣＪ００　ポリ
エーテルエーテ
ルケトン（ＰＥＥ
Ｋ）　（ＣＨ１０→
全項目削除）

CH11 CH12

・環状エ－テル
の開環とＣ＝Ｃ
を有する不飽和
の反応が同時に
おこることによっ
て得られるもの

・・フルフリルア
ルコ－ルからの

CJ00

その他の、主
鎖に酸素を含
む結合を形成
する反応に
よって得られる
高分子化合物

CK00 CK01 CK02 CK03 CK04 CK05

ポリ尿素また
はポリウレタン

・ポリ尿素 ・ポリウレタン ・・ポリエステル
からの

・・ポリエ－テル
からのもの

・・その他からの
もの

CL00 CL01 CL02 CL03 CL04 CL05 CL06 CL07 CL08 CL09

ポリアミド ・ω－アミノ－カ
ルボン酸または
そのラクタムか
ら誘導されたポ
リアミド

・α－アミノ－カ
ルボン酸から誘
導されたポリアミ
ド

・ポリアミンおよ
びポリカルボン
酸から誘導され
たポリアミド（ＣＬ
０６が優先）

・・ポリアミンおよ
び重合不飽和脂
肪酸からのもの

・アミノカルボン
酸（ラクタム）ポ
リアミンおよびポ
リカルボン酸か
ら誘導されたも
の

・アミノカルボン
酸のまたはポリ
アミンおよびポリ
カルボン酸の芳
香族結合アミノ
基およびカルボ
キシル基から誘
導されたポリアミ
ド（全芳香族の）

・Ｃ、Ｈ、アミド基
または末端カル
ボキシル基、ア
ミノ基のＯ、Ｎ以
外の原子を含む
ポリアミド（ＣＬ０
６が優先）

・ポリエステル－
アミド

・その他

CJ

CK

CL

CG

CH

CE

CF
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CM00 CM01 CM02 CM03 CM04 CM05

その他の、主
鎖にＮを含む
結合を形成す
る反応によっ
て得られる高
分子化合物

・ポリアミン ・主鎖にＮ含有
複素環をもつポ
リ重縮合物

・・ポリヒドラジ
ド；ポリトリアゾ
－ル；ポリアミノ
トリアゾール；ポ
リオキサジア
ゾール

・・ポリイミド；ポ
リエステル－イミ
ド；ポリアミド－イ
ミド；ポリアミド酸
または類似のポ
リイミドプリカー
サー

・その他

CN00 CN01 CN02 CN03 CN04 CN05 CN06

主鎖に硫黄を
含む結合を形
成する反応に
よって得られる
高分子化合物

・ポリチオエ－テ
ル；ポリチオエ－
テル－エ－テル

・ポリスルフィド ・ポリスルフォ
ン；ポリエーテル
スルフォン

・ポリスルフォネ
－ト

・スルフォンアミ
ド；ポリスルフォ
ンイミド

・その他

CP00 CP01 CP02 CP03 CP04 CP05 CP06 CP07 CP08 CP09 CP10

主鎖にけい素
を含む結合を
形成する反応
によって得られ
る高分子化合
物

・ポリシラン ・ポリシリケ－ト ・ポリシロキサン ・・Ｈに結合した
Ｓｉを含む

・・Ｏ含有基に結
合したＳｉを含む

・・・ＯＨ基に ・・Ｃ，Ｈ，Ｏ以外
の原子を含む有
機基

・・・ハロゲン含
有基

・・・Ｎ含有基 ・・・Ｓ含有基

CP11 CP12 CP13 CP14 CP15 CP16 CP17 CP18 CP19 CP20

・・・Ｐ含有基 ・・不飽和脂肪族
基を含有するも
の

・・・不飽和脂肪
族基がＳｉに直接
結合

・・・・ビニル基ま
たはアリル基が

・・・不飽和脂肪
族基とＳｉの間に
異種原子がある

・・・・（メタ）アクリ
ロイル基

・ポリシロキサン
連鎖を含むブ
ロックまたはグラ
フト共重合体

・・ポリエ－テル
連鎖を含む

・少なくとも２個
だが全てではな
いＳｉがＯ以外の
連結基によって
結合されている
もの（ＣＰ１７優
先）

・・金属含有連結
基によるもの

CP21

・全てのＳｉがＯ
原子以外の連結
基によって結合
されているもの

CQ00 CQ01 CQ02 CQ03

主鎖にＳｉ，Ｓ，
Ｎ，ＯおよびＣ
以外の原子を
含む結合を形
成する反応に
よって得られる
高分子化合物

・Ｐを含むもの ・ほう素を含むも
の

・その他

DA00 DA01 DA02 DA03 DA04 DA05 DA06 DA07 DA08 DA09 DA10

元素 ・炭素 ・・グラファイト，
黒鉛，石墨

・・カ－ボンブ
ラック

・Ｓ ・Ｐ ・金属（合金→Ｄ
Ｃ００）

・・Ｃｕ，Ａｇ，Ａ
ｕ．

・・Ｆｅ，Ｎｉ，Ｃｏ． ・・Ａｌ，Ｍｇ． ・・Ｐｂ，Ｚｎ．

DA11

・・その他の金属

DB00 DB01

金属化合物 ・水素化合物・炭
化物

DC00

合金

DD00 DD01 DD02 DD03 DD04 DD05 DD06 DD07 DD08

ハロゲン含有
無機化合物

・ハロゲン化水
素（←ＨＦ，ＨＣｌ，
ＨＢｒ，ＨＩ）

・ハロゲン化金
属

・・フッ化金属 ・・塩化金属 ・・・アルカリ金属
塩

・・・Ｍｇ塩、Ｃａ塩 ・・・その他の金
属の塩

・・臭化又は沃化
金属

DE00 DE01 DE02 DE03 DE04 DE05 DE06 DE07 DE08 DE09 DE10

酸素含有無機
化合物

・酸化物；水酸化
物（例 金属カル
ボニル）

・・Ｈ２Ｏ ・・Ｈ２Ｏ２ ・・金属の ・・・アルカリ金属
の

・・・アルカリ土類
金属（広義）の

・・・・Ｍｇ ・・・・Ｃａ ・・・他の金属の ・・・・Ｚｎ

DE11 DE12 DE13 DE14 DE15 DE16 DE17 DE18 DE19 DE20

・・・・Ｆｅ　（←フェ
ライト）

・・・・Ｓｂ ・・・・Ｔｉ ・・・・Ａｌ ・・・・Ｐｂ ・酸：その塩（硫
酸→ＤＧ，リン酸
→ＤＨ）

・・酸 ・・塩（→Ａｓ，Ｓ
ｂ，Ｃｒ，Ａｌ，Ｍｎ，
Ｔｉの酸素酸塩）

・・・ハロゲン属
の酸素酸の塩
（←塩素酸塩）

・・・炭酸塩；重炭
酸塩

DE21 DE22 DE23 DE24 DE25 DE26 DE27 DE28 DE29

・・・・炭酸塩 ・・・・・アルカリ金
属の

・・・・・アルカリ土
類金属の

・・・・・その他の
（Ｃｕ，Ｚｎ・・・）

・・・・塩基性炭酸
塩

・・・・・Ｍｇ，Ｃａの ・・・・・Ｃｕ，Ｚｎの ・・・・・その他 ・・・・その他の炭
酸塩（←過炭酸
塩）

DB

DC

DD

DE

CQ

DA

CM

CN

CP
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DF00 DF01 DF02 DF03

窒素含有無機
化合物

・窒化物 ・酸、その塩 ・・硝酸の；亜硝
酸の

DG00 DG01 DG02 DG03 DG04 DG05 DG06

Ｓ，ＳｅまたはＴ
ｅ含有無機化
合物

・Ｓ含有化合物 ・・硫化物 ・・酸またはその
塩

・・・硫酸，亜硫
酸の

・・・・硫酸カルシ
ウム

・ＳｅまたはＴｅ含
有化合物

DH00 DH01 DH02 DH03 DH04 DH05

リン含有化合
物

・酸化リン（←三
酸化リン（無水
亜リン酸））

・酸（←次リン
酸，リン酸，亜リ
ン酸，ポリリン
酸，ポリメタリン
酸，ピロリン酸）

・酸素酸塩（←亜
リン酸塩，次亜リ
ン酸塩，次リン
酸塩）

・・正リン酸塩
（←リン酸アンモ
ニウム，リン酸カ
ルシウム）

・・ポリリン酸塩，
ポリメタリン酸塩

DJ00 DJ01 DJ02 DJ03 DJ04 DJ05

けい素含有無
機化合物

・二酸化ケイ素
（←シリカ，ＳｉＯ
２）

・アスベスト ・カオリン，クレ
－

・タルク ・雲母（←マイ
カ・セリサイト）

DK00

ほう素含有無
機化合物

DL00

ガラス

DM00

その他　無機
物質

EA00 EA01 EA02 EA03 EA04 EA05 EA06

炭化水素 ・脂肪族（ミネラ
ルワックスＡＥ０
４）

・脂環式 ・芳香族 ・・縮合環を有し
ないもの

・・・ベンゼン，ト
ルエン，キシレン

・・縮合環を有す
るもの

EB00 EB01 EB02 EB04 EB05 EB06 EB07 EB08 EB09 EB10

ハロゲン化炭
化水素

・脂肪族 ・・Ｃｌ化（塩素化
ミネラルワックス
→ＡＥ０４）

・・Ｂｒ化 ・・ＣｌとＢｒを含有 ・・Ｆ化 ・脂環式 ・・Ｃｌ化（←パ－
クロロペンタシク
ロデカン（テクロ
テン））

・・Ｂｒ化（←ヘキ
サブロムシクロ
デカン・ヘキサブ
ロムシクロドデカ
ン）

・芳香族

EB11 EB12 EB13 EB14 EB15 EB16

・・縮合環を有し
ないもの

・・・Ｃｌ化（←ポリ
塩化ビフェニル
ＰＣＢ，塩素化ポ
リフェニレン）

・・・Ｂｒ化 ・・縮合環を有す
るもの

・・・Ｃｌ化（←塩素
化ナフタリン）

・・・Ｂｒ化

EC00 EC01 EC02 EC03 EC04 EC05 EC06 EC07

アルコ－ル；金
属アルコラ－ト

・アルコ－ル ・・低級アルコ－
ル（Ｃ≦１０）

・・・１価の低級
アルコ－ル

・・・２価の低級
アルコ－ル

・・・３価以上の
低級アルコ－ル

・・高級アルコ－
ル（Ｃ≧１１）

・金属アルコラ－
ト

ED00 ED01 ED02 ED03 ED04 ED05 ED06 ED07 ED08

エ－テル；（ヘ
ミ）アセタ－ル；
（ヘミ）ケター
ル；オルトエス
テル

・エ－テル ・・エ－テル酸素
が脂肪族炭素に
のみ結合

・・・ポリアルキレ
ンオキシド鎖含
有　〔－（Ｒ－Ｏ）
－ｎ　２≦ｎ≦１
０〕（ｎ＞１０　ポリ
エーテル→ＣＨ
Ｏ２）

・・・ハロゲン含
有

・・エ－テル酸素
が芳香環に結合

・・・ポリアルキレ
ンオキシド鎖含
有　〔－（Ｒ－Ｏ）
－ｎ２≦ｎ≦１０〕
（ｎ＞１０　ポリ
エーテル→ＣＨ
Ｏ２）

・・・ハロゲン含
有

・（ヘミ）アセタ－
ル（環状アセタ
－ル→ＥＬ）（ヘ
ミ）ケタール（環
状オルトエステ
ル→ＥＬ）

EE00 EE01 EE02 EE03 EE04 EE05 EE06

アルデヒド；ケ
トン

・アルデヒド ・ケトン　（←ポリ
ケトン）

・・モノケトン ・・ジケトン（キノ
ン→ＥＥ０５）

・・キノン ・ケテン

EF00 EF01 EF02 EF03 EF04 EF05 EF06 EF07 EF08 EF09 EF10

カルボン酸（環
状無水物→ＥＬ
１３，非環状無
水物→ＥＦ１
２）；カルボン酸
無水物

・非環式モノカル
ボン酸

・・低級脂肪酸
（Ｃ≦９）

・・・飽和の ・・・不飽和の ・・高級脂肪酸
（Ｃ≧１０）

・非環式ポリカル
ボン酸

・・非環式不飽和
ポリカルボン酸
（無水マレイン酸
→ＥＬ１４）

・環式モノカルボ
ン酸

・・芳香族モノカ
ルボン酸　（芳香
族基を有するモ
ノカルボン酸の
意味）

・環式ポリカルボ
ン酸　クロロエン
ド酸誘導体

EF

EC

ED

EE

DL

DM

EA

EB

DH

DJ

DK

DF

DG
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EF11 EF12

・・芳香族ポリカ
ルボン酸　（芳香
族基を有するポ
リカルボン酸の
意味）

・カルボン酸無
水物（環状無水
物→ＥＬ１３）

EG00 EG01 EG02 EG03 EG04 EG05 EG06 EG07 EG08 EG09 EG10

カルボン酸の
金属塩；アンモ
ニウム塩（第４
級アンモニウ
ム塩→ＥＮ１３）

・非環式モノカル
ボン酸の塩

・・アルカリ金属
塩（Ｌｉ，Ｎａ，Ｋ，
Ｒｂ，Ｃｓ，Ｆｒ）ア
ンモニウム塩

・・アルカリ土類
金属塩（Ｃａ，Ｓ
ｒ，Ｂａ，Ｍｇ，Ｂ
ｅ，Ｒａ）

・・その他の金属
塩

・非環式ポリカル
ボン酸の塩

・環式モノカルボ
ン酸の塩

・・芳香族モノカ
ルボン酸の塩
（芳香族基を有
するポリカルボ
ン酸塩の意味）

・・脂環族モノカ
ルボン酸の塩

・環式ポリカルボ
ン酸の塩

・・芳香族ポリカ
ルボン酸の塩

EH00 EH01 EH02 EH03 EH04 EH05 EH06 EH07 EH08 EH09 EH10

エステル；エ－
テルエステル

・非環式モノカル
ボン酸エステル

・・飽和のエステ
ル

・・・モノアルコ－
ルの

・・・多価アルコ
－ルとの

・・・・部分エステ
ル

・・・フェノ－ルと
の（フェノ－ル→
ＥＪ）

・・不飽和のエス
テル

・非環式ポリカル
ボン酸のエステ
ル

・・飽和のエステ
ル

・・不飽和のエス
テル

EH11 EH12 EH13 EH14 EH15

・環式モノカルボ
ン酸のエステル

・・芳香族の酸の ・環式ポリカルボ
ン酸のエステル

・・芳香族の酸の ・エ－テルエステ
ル

EJ00 EJ01 EJ02 EJ03 EJ04 EJ05 EJ06 EJ07

フェノ－ル；フェ
ノラ－ト

・フェノ－ル　４
個以上のフェ
ノール核を有す
るもの

・・１個のフェノ－
ル核を有するも
の

・・２個のフェノ－
ル核を有するも
の

・・３個のフェノ－
ル核を有するも
の

・・ハロゲン含有
フェノ－ル

・・それ以外のＯ
を有するフェノ－
ル

・フェノラ－ト

EK00 EK01 EK02 EK03 EK04 EK05 EK06 EK07 EK08

有機過酸化物 ・ヒドロ過酸化物 ・・キュメンヒドロ
パ－オキシド

・ジアルキル過
酸化物

・シアシル過酸
化物

・過酸化エステ
ル

・ケトン過酸化物 ・・メチルエチル
ケトンパ－オキ
シド

・過酸化カ－ボ
ネ－ト

EL00 EL01 EL02 EL03 EL04 EL05 EL06 EL07 EL08 EL09 EL10

異項原子とし
てＯを有する
複素環式化合
物

・Ｏ原子１個を有
する複素環の

・・３員環の ・・・グリシジル
（メタ）アクリレ－
ト

・・・他環と縮合し
たもの

・・４員環の（←
βラクトン）

・・５員環の（←
γラクトン）

・・・他環と縮合し
たもの

・・６員環の（←
δラクトン）

・・・他環と縮合し
たもの

・Ｏ原子２個を有
する複素環

EL11 EL12 EL13 EL14

・Ｏ原子３個以上
有する複素環

・異項原子として
酸素を有するス
ピロ化合物

・多価カルボン
酸の環状無水物

・・無水マレイン
酸

EM00

観点ＥＣからＥ
Ｌに属さないＯ
含有基を有す
る有機化合物

EN00 EN01 EN02 EN03 EN04 EN05 EN06 EN07 EN08 EN09 EN10

アミン；第四級
アンモニウム
化合物

・脂肪族アミノ基
を有するもの

・・モノ ・・ジ ・・トリ以上の ・芳香族アミノ基
を有するもの

・・モノ ・・ジ ・・トリ以上の ・Ｏ含有 ・・ＯＨ基

EN11 EN12 EN13

・・ＣＯＯＨ基 ・・エ－テル基 ・第四級アンモ
ニウム化合物

EP00 EP01 EP02 EP03

カルボン酸アミ
ド（環式イミド
→ＥＵ）

・カルボン酸アミ
ド基を１個有す
るもの

・カルボン酸アミ
ド基を２個有す
るもの

・カルボン酸アミ
ド基を３個以上
有するもの

EQ00 EQ01 EQ02 EQ03

１個の他のＮ
原子に結合す
るＮ原子を含
有する有機化
合物

・アゾ化合物 ・ヒドラジン（Ｈ２
Ｎ－ＮＨ２）の誘
導体

・２個の他のＮ原
子に結合するＮ
原子を有する有
機化合物

ER00 ER01 ER02

１個以上のＣ
＝Ｎ結合を有
する有機化合
物

・ヒドラゾン；セミ
カルバゾン

・グアニジン；そ
の誘導体

ES00 ES01

Ｎ－Ｏ結合を
有する有機化
合物

・オキシム

EP

EQ

ER

ES

EM

EN

EJ

EK

EL

EG

EH

http://www5.ipdl.ncipi.go.jp/pmgs1/pmgs1/add_frame?name=4J002&gamen1=1
http://www5.ipdl.ncipi.go.jp/pmgs1/pmgs1/add_frame?name=4J002&gamen1=1
http://www5.ipdl.ncipi.go.jp/pmgs1/pmgs1/add_frame?name=4J002&gamen1=1
http://www5.ipdl.ncipi.go.jp/pmgs1/pmgs1/add_frame?name=4J002&gamen1=1
http://www5.ipdl.ncipi.go.jp/pmgs1/pmgs1/add_frame?name=4J002&gamen1=1
http://www5.ipdl.ncipi.go.jp/pmgs1/pmgs1/add_frame?name=4J002&gamen1=1
http://www5.ipdl.ncipi.go.jp/pmgs1/pmgs1/add_frame?name=4J002&gamen1=1
http://www5.ipdl.ncipi.go.jp/pmgs1/pmgs1/add_frame?name=4J002&gamen1=1
http://www5.ipdl.ncipi.go.jp/pmgs1/pmgs1/add_frame?name=4J002&gamen1=1
http://www5.ipdl.ncipi.go.jp/pmgs1/pmgs1/add_frame?name=4J002&gamen1=1
http://www5.ipdl.ncipi.go.jp/pmgs1/pmgs1/add_frame?name=4J002&gamen1=1


ET00 ET01

視点ＥＮ～ＥＳ
に属さないＮ含
有有機化合物

・尿素；その誘導
体（例ビュ－レッ
ト）

EU00 EU01 EU02 EU03 EU04 EU05 EU06 EU07 EU08 EU09 EU10

異項原子とし
て窒素を有す
る複素環式化
合物

・Ｎ原子１個を有
する複素環の

・・５員環の ・・６員環の ・・・ピリジン；そ
の誘導体

・・・・芳香環と縮
合したもの

・・・・他の複素環
と縮合したもの

・・・１個のピペリ
ジン環の

・・・２個以上の
ピペリジン環の

・Ｎ原子２個を有
する複素環の

・・５員環の

EU11 EU12 EU13 EU14 EU15 EU16 EU17 EU18 EU19 EU20

・・・イミダゾ－
ル；誘導体

・・・ピラゾ－ル；
誘導体

・・６員環の ・・・ピラジン；誘
導体

・Ｎ原子３個を有
する複素環の

・・５員環の ・・・ベンゾトリア
ゾ－ル；誘導体

・・６員環の（←ト
リアジン）

・・・イソシアヌレ
－ト（←イソシア
ヌル酸）　（トリグ
リシジルイソシア
ヌレート→ＣＤ１
４）

・異項原子として
更にＯを有する
もの

EU21 EU22 EU23

・・５員環の（←
オキサジアゾ－
ル）

・・・オキサゾ－
ル；誘導体

・・６員環の

EV00 EV01 EV02 EV03 EV04 EV05 EV06 EV07 EV08 EV09 EV10

Ｓ，ＳｅまたはＴ
ｅ含有有機化
合物

・メルカプタン，
硫化炭化水素

・・メルカプタン
（Ｒ－ＳＨ）

・・チオフェノ－
ル（ＡｒＳＨ）

・・スルフィド，ポ
リスルフィド

・・Ｘ，ＯまたはＮ
原子を含有する
メルカプタンまた
はスルフィド

・・・Ｏ原子を含
むもの

・・・・フェノ－ル
核を有するもの

・・・Ｎ原子を含
むもの

・カルボチオ酸；
その誘導体

・チオ炭酸；その
誘導体

EV11 EV12 EV13 EV14 EV15 EV16 EV17 EV18 EV19 EV20

・・キサントゲン
酸；その誘導体

・チオ尿素 ・チオカルバミン
酸；その誘導体

・・ジチオカルバ
ミン酸；その誘導
体

・・・その塩（←Ｎ
ｉ，Ｍｇ等の金属
塩）

・チウラム ・Ｓ・Ｏ結合を有
する化合物

・・硫酸又は亜硫
酸の誘導体（←
エステル）

・・スルフィン酸
またはスルフェ
ン酸の誘導体

・・スルホキシド

EV21 EV22 EV23 EV24 EV25 EV26 EV27 EV28 EV29 EV30

・・スルホン ・・・フェノ－ル核
を有するもの

・・スルホン酸；
その誘導体

・・・エステル ・・・塩（ドデシル
ベンゼンスル
フォン酸ソ－ダ）

・Ｓ－Ｎ結合を有
する化合物

・・スルフェンアミ
ド

・・スルホンアミド ・スルホニウム
化合物

・異項原子として
Ｓを有する複素
環式化合物

EV31 EV32 EV33 EV34 EV35

・・異項原子とし
てＯまたはＮを
有するもの

・・・チアゾ－ル ・フェノ－ル核を
有するもの

・複素環に結合
した硫黄を有す
るもの

・セレンまたはテ
ルル含有化合物

EW00 EW01 EW02 EW03 EW04 EW05 EW06 EW07 EW08 EW09 EW10

リン含有化合
物

・Ｐ－Ｃ結合を有
するもの　（ホス
ホニウム化合物
→ＥＷ１７）

・Ｐ－Ｏ結合を有
するもの

・・Ｏとの結合の
みを有するもの

・・・ホスフェ－ト ・・・・ハロゲン含
有

・・・ホスファイト ・・・・ハロゲン含
有

・・・・スピロ構造
を有するもの

・・ＯおよびＨと
の結合を有する
もの

・・Ｏおよびハロ
ゲンとの結合を
有するもの

EW11 EW12 EW13 EW14 EW15 EW16 EW17

・・ＯおよびＣと
の結合を有する
もの

・・・ホスホン酸
誘導体

・・・ホスフィン酸
誘導体

・・・酸化ホスフィ
ン；誘導体

・Ｐ－Ｎ結合を有
するもの

・Ｐ－Ｓ結合を有
するもの

・ホスホニウム
化合物

EX00 EX01 EX02 EX03 EX04 EX05 EX06 EX07 EX08

けい素含有有
機化合物

・不飽和脂肪族
基含有

・ハロゲン含有 ・Ｏ含有 ・・シラノ－ル基
含有

・・Ｏ含有複素環
を有するもの

・・・エポキシ基 ・Ｎ含有 ・Ｓ含有

EY00 EY01 EY02

Ｂ、ＡｓまたはＳ
ｂ含有有機化
合物

・Ｂ含有有機化
合物

・Ｓｂ含有有機化
合物　（フェノ
ラート→ＥＪ０７、
カルボン酸金属
塩→ＥＧ）（金属
アルコラート→Ｅ
Ｃ０７、ナフテン
酸アンチモン→
ＥＧ０８）

EZ00 EZ01 EZ02 EZ03 EZ04 EZ05 EZ06 EZ07 EZ08

有機金属化合
物、すなわち
金属－Ｃ結合
を有する有機
化合物（有機Ａ
ｓ化合物→ＥＹ
００，有機Ｓｂ化
合物→ＥＹ０２）
（アルコラート
→ＥＣ０７、カル
ボン酸金属塩
→ＥＧ）

・有機Ｓｎ化合物
（Ｓｎ－Ｃ結合を
有する有機化合
物）

・・Ｏを含有する
もの

・・・Ｓｎ－Ｏ結合
を有するもの

・・・・Ｓｎ－カル
ボキシレ－ト
（Ｒ’－Ｓｎ－Ｏ－
Ｃ（Ｏ）－Ｒ）

・・・・Ｓｎ－アル
コラ－ト（Ｒ’－Ｓ
ｎ－ＯＲ結合を
有するもの）

・・Ｓを含有する
もの

・・・ＳｎがＳと結
合

・・・ＳｎがＳの他
に更にＯと結合

FA00 FA01 FA02 FA03 FA04 FA05 FA06 FA07 FA08 FA09 FA10

形状に特徴を
有する配合成
分の使用

・フレ－ク、箔
状、鱗片状、ウ
ロコ状

・多数突起を有
するもの（例．金
平糖状）

・繊維またはウィ
スカ－

・・繊維 ・・・中空繊維 ・・ウィスカ－ ・針状 ・固体球状物
（例．ビ－ズ）

・発泡状，多孔
状，中空状の粒
子

・・中空状の粒子
（例．バル－ン）

FA11

EZ

FA

EW

EX

EY

EV

ET

EU
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・その他、（例．
柱状、毯状、紡
錘状、ｅｔｃ）．

FB00 FB01 FB02 FB03 FB04 FB05 FB06 FB07 FB08 FB09 FB10

前処理された
配合成分の使
用

・熱処理（例．焼
成）

・メカノケミカル
処理

・環元 ・電気的処理
（例．プラズマ処
理）

・精製処理 ・エネルギ－線
処理

・無機物質で処
理された配合成
分

・有機物質で処
理された配合成
分

・・Ｓｉ含有化合物
による処理

・・・Ｃ－Ｃ不飽和
脂肪族基含有Ｓｉ
化合物

FB11 FB12 FB13 FB14 FB15 FB16 FB17 FB18 FB19 FB20

・・・ハロゲン含
有Ｓｉ化合物

・・・Ｏ含有複素
環含有Ｓｉ化合物

・・・・エポキシ基
含有

・・・Ｎ含有Ｓｉ化
合物

・・・Ｓ含有Ｓｉ化
合物

・・Ｔｉ含有化合物
による処理

・・・Ｃ－Ｃ不飽和
脂肪族基含有Ｔｉ
化合物

・・・ハロゲン含
有Ｔｉ化合物

・・・Ｏ含有複素
環含有Ｔｉ化合物

・・・Ｓ含有Ｔｉ化
合物

FB21 FB22 FB23 FB24 FB25 FB26 FB27 FB28 FB29

・・・Ｐ含有Ｔｉ化
合物

・・エ－テルによ
る処理

・・カルボン酸
（塩）による処理

・・カルボン酸エ
ステルによる処
理

・・カルボン酸ア
ミドによる処理

・・高分子化合物
による処理

・結合剤によって
集塊された配合
成分

・カプセル化され
た配合成分

・吸着された成
分

FD00 FD01 FD02 FD03 FD04 FD05 FD06 FD07 FD08 FD09 FD10

添加剤の機能 ・充填剤（例．補
強剤）

・可塑剤、軟化
剤

・安定剤、劣化
防止剤

・・光安定剤 ・・・紫外線吸収
剤

・・熱安定剤 ・・酸化防止剤
（例．オゾン劣化
防止剤）

・・耐候性改善剤 ・着色剤、着色
助剤（例．顔料、
染料）

・帯電防止剤

FD11 FD12 FD13 FD14 FD15 FD16 FD17 FD18 FD19 FD20

・導電性改善剤 ・絶縁性改善剤
（例．トラッキン
グ防止剤）

・難燃剤、難燃
助剤

・架橋剤、加硫
剤、硬化剤

・架橋助剤、加
流促進剤、硬化
促進剤

・離型剤 ・滑剤 ・殺薗剤、防虫
剤、防黴剤

・分解促進剤、
易燃化剤

・その他の機能

FD31 FD32 FD33 FD34

・界面活性剤 ・発泡剤 ・増粘剤 ・粘着付与剤

GA00 GA01 GA02

農業用（←殺
生物剤の担
体）

・（農業用）フィル
ム

・土壌改良剤

GB00 GB01 GB02 GB03 GB04

医療、化粧用 ・医療用材料 ・・人工臓器 ・・抗血栓性材料 ・医薬（←検査用
試薬）

GC00 GC01

生活、スポ－
ツ用

・ボ－ル（←ゴル
フボ－ル）

GD00 GD01 GD02 GD03 GD04 GD05

物理化学的処
理用

・イオン交換樹
脂

・吸着、吸収剤
（←脱臭剤）

・吸水剤（←紙お
むつ用）

・凝集剤 ・ろ過膜（←浸透
膜）

GE00

生化学的用途

GF00

積層体用

GG00 GG01 GG02

容器、包装用 ・容器 ・包装材料

GH00 GH01 GH02

塗料用（←コ－
ティング剤）

・塗料 ・表面処理剤

GH

GD

GE

GF

GG

GA

GB

GC

FD

FB
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GJ00 GJ01 GJ02

接着、シ－ル
用

・接着剤 ・シ－ル、パッキ
ング剤（←パテ）

GK00 GK01 GK02 GK03 GK04

繊維、紙用 ・合成繊維（←不
織布用繊維）

・繊維処理剤（←
不織布用処理
剤）

・合成紙 ・紙処理剤

GL00 GL01 GL02

建築、土木用 ・化粧板 ・人造石（←レジ
ンコンクリ－ト）

GM00 GM01 GM02 GM03 GM04 GM05

機械部材用 ・ベルト ・ギヤ ・ブレ－キパッド ・カム ・軸受け

GN00 GN01

運輸機器用 ・タイヤ

GP00 GP01 GP02 GP03

光学関係用 ・レンズ、プリズ
ム

・光ファイバ－ ・感光材料、フォ
トレジスト材料

GQ00 GQ01 GQ02 GQ03 GQ04 GQ05

電気関係 ・絶縁材料 ・導電性材料 ・・光導電性材料 ・・感圧電性材料 ・半導体材料

GR00 GR01 GR02

物理関係用 ・放射線しゃへ
い材料

・磁気材料

GS00 GS01 GS02

情報記録材料 ・磁気テ－プ、磁
気ディスク

・光ディスク

GT00

その他の用途

HA00 HA01 HA02 HA03 HA04 HA05 HA06 HA07 HA08 HA09

組成物の形態 ・液状組成物 ・・溶媒、分散媒
を含まないもの

・・溶液 ・・・水溶液 ・・・非水溶液 ・・分散液 ・・・エマルジョン ・・・非水分散液 ・粉末組成物

GR

GS

GT

HA

GM

GN

GP

GQ

GJ

GK

GL



 

４Ｊ００２ Ｆターム解説（抜粋） 
 

○技術内容 
【ＩＰＣカバー範囲】 
  Ｃ０８Ｋ３／００～１３／０８； Ｃ０８Ｌ１／００～１０１／１４ 
【テーマ技術の概要】 
（１）高分子組成物の種類 
高分子化合物を主要成分として含む混合物の発明を高分子組成物発明と呼称する。 
高分子組成物はポリマー（高分子有機化合物）成分と添加剤（無機添加剤・非高分子有機化合物添加剤）成

分との２つの構成要素より構成されており、次のような種類がある。 
（２）高分子組成物の表現形式 
このような高分子組成物の発明は通常特許請求の範囲に以下の（イ）～（ホ）のような表現形式で記載され

ている。 
（イ）ＡポリマーとＢポリマーから成る組成物 
（ロ）ＣポリマーとＤ添加剤から成る組成物 
（ハ）ＥポリマーとＦポリマーから成る接着剤 
（ニ）ＧポリマーとＨポリマーを混練して得られる均質ポリマー組成物 
（ホ）Ｊ添加剤を本質的成分とするＫポリマー用安定剤 
即ち特許請求の範囲に『高分子組成物を構成する成分が明瞭に把握できる』ように記載されている場合には、

実質的には高分子組成物が請求されていると把握できるのでこれらの（イ）～（ホ）の表現形式はすべて「組

成物の表現形式」で記載されているものとする。 
 
 
○「観点」「ターム」および「その他のターム」の利用上の注意点 
１．観点を表わすターム（記号００）及び「その他」のタームの使い方 
検索タームは、Ｆターム（英文字２字と数字２字との４文字から構成される）と付加コード（１

字の数字または英文字）との組み合せで構成されている。 
（１）Ｆターム 

Ｆタームには次のものがある。 
（ａ）ポリマー（高分子有機化合物）の種類を示すＦターム…大きな観点Ａ～Ｃ 
（ｂ）添加剤（無機添加剤と非高分子有機添加剤）の化合物の種類を示すＦターム…大きな観

点Ｄ～ＥのＦターム 
（ｃ）配合剤の形状、処理、機能を示すＦターム…大きな観点ＦのＦターム 
ポリマー、添加剤の形状、処理、機能を示す。 
このＦタームは（ａ），（ｂ）のＦタームと同一の付加コードを付与して関連づけられる。 
（ｄ）組成物の用途、形態を示すＦターム…大きな観点Ｇ，ＨのＦターム 
（ｄ）のＦタームは、付加コードを付加しないので検索タームは４文字である。 

 
（２）付加コード 

付加コードは、上記（ａ）～（ｃ）のＦタームに付加して使用される１文字であって、次の

 



 

ことを区別する為に使用される。 
（ａ）ポリマー成分と添加剤成分とを区別する 

ポリマー成分…数字１，２，３，４，５・英文字Ｗ，Ｘ，Ｙ，Ｚ，Ｕ 
これらのコードは、ポリマーのＦターム（ａ）に付加して使用される。 
（なお、ポリマーが特定の形状、処理、機能をもって使用される場合には、配合剤の形状、

処理、機能のＦターム（ｃ）にも付加して使用される。） 
添加剤成分…数字６，７，８，９ 
添加剤のＦターム（ｂ）および配合剤の形状、処理、機能を示すＦターム（ｃ）に付加して

使用される。 
数字０ 
配合剤の形状、処理、機能を示すＦターム（ｃ）のみに付加して使用される。 

（ｂ）一の成分と他の成分とを区別する 
（ｃ）ポリマー成分については重量の多い順を示す 

付加コード１が最多量成分（主ポリマー成分）である。（なお、添加剤成分については特許

請求の範囲に記載されている順を示す） 
（ｄ）ポリマー成分については、主ポリマー成分と副ポリマー成分とを区別する。 

主ポリマー成分とは、ポリマー成分のうち最も重量の多い成分を言う。副ポリマー成分とは、

主ポリマー成分でないものを言う。 
１は主ポリマー成分を示し、２～５は副ポリマー成分を示す。Ｗ～Ｕはその成分が、主ポリ

マー成分とも副ポリマー成分ともなり得ることを示す。 
付加コードについてまとめてみると次の表のようになる 
付加コード 
１…第１ポリマー成分であって主ポリマー成分であることを示すコード 
Ｗ…第１ポリマー成分であって主ポリマー成分とも副ポリマー成分ともなり得ることを示すコー

ド 
２…第２ポリマー成分であって副ポリマー成分であることを示すコード 
Ｘ…第２ポリマー成分であって主ポリマー成分とも副ポリマー成分ともなり得ることを示すコー

ド 
３…第３ポリマー成分であって副ポリマー成分であることを示すコード 
Ｙ…第３ポリマー成分であって主ポリマー成分とも副ポリマー成分ともなり得ることを示すコー

ド 
４…第４ポリマー成分であって副ポリマー成分であることを示すコード 
Ｚ…第４ポリマー成分であって主ポリマー成分とも副ポリマー成分ともなり得ることを示すコー

ド 
５…第５以降のポリマー成分であって副ポリマー成分であることを示すコード 
Ｕ…第５以降のポリマー成分であって主ポリマー成分とも副ポリマー成分ともなり得ることを示

すコード 
６…第１添加剤成分を示すコード 
７…第２添加剤成分を示すコード 
８…第３添加剤成分を示すコード 
９…第４以降の添加剤成分を示すコード 

 



 

０…発明の詳細な説明のみに記載された添加剤成分の機能を示すコード 
（注１）高分子有機化合物のＦターム（大きな観点Ａ～Ｃ）には、付加コード６～９，０を付加し

ていない。 
同様に無機添加剤及び非高分子有機添加剤（大きな観点Ｄ～Ｅ）には、付加コード１～５，

０，Ｗ～Ｕを付加していない。 
（注２）一の成分としてポリマーと添加剤とが例示されている場合（例えば、分散剤成分としてポ

リビニルアルコールまたはオレイン酸ソーダが例示されている場合など）、ポリマーはポ

リマー成分の付加コード（１～５，Ｗ～Ｕ）、添加剤は添加剤成分の付加コード（６～９）

を各々付加している。 
 
２．タームの選択 
ポリマー成分、添加剤成分のＦタームの付与。 
ポリマー成分、添加剤成分に関するＦタームの付与については、『特許請求の範囲』に記載されてい

る組成物の構成成分についての『発明の詳細な説明』における、具体的例示化合物の記載に対応す

るＦタームを付与することを原則とする。（例示入力の原則） 
（ａ―１）添加剤成分については 
（i）具体的な化合物の例示に対応するＦタームを付与している。 
（ii）機能、用途等で、包括的に請求の範囲に記載されている成分で具体的な例示の記載が有る場

合は、それに対応するＦタームを付与している。 
（iii）例示の記載中に具体的な化合物が記載されていない場合は、Ｆタームを付与していない。 
（iv）非高分子添加剤成分が有機染料又は有機顔料であり、それが特定の化学構造を有する点に特

徴がない場合（即ち、請求の範囲に単に「染料」、「顔料」というように記載されている場合）

には、そのＦタームとしてＦＤ０９を付与しているだけで、その成分の例示化合物について

はＥＡ～ＥＺのＦタームは付与していない。（例示入力の原則の例外） 
但し、有機染料又は有機顔料が特定の化学構造を有する点に特徴がある場合（例えば、請求の範囲

に化合物名又は化学構造式が示されている場合）には、例示入力の原則通り、各例示化合物につい

てＥＡ～ＥＺのＦタームを付与している。 
（ａ―２）ポリマー成分については 
（i）具体的なポリマーの例示に対応するＦタームを付与している。 
（ii）例示の記載中に具体的なポリマーが記載されていない場合は、 
ケース１：代表的なポリマーに対応するＦタームを付与している。 
ケース２：可能性のあるすべてのポリマーに対応するタームを付与している。 
ケース３：上位のＦタームを付与している。 
のいづれかの付与を行っている。 
（iii）１つの付加コードでカバーされるポリマーのＦタームが５種以上の観点にわたるときは、例

示にかえて上位のＦターム（ＡＡ００～ＡＡ０７，ＢＡ００，ＣＡ００）及び実施例で具体

的な例示に対応しているＦタームのみを付与している場合もある。 
（ａ―３）発明の詳細な説明にのみ記載されている添加剤については 
（i）添加剤の機能の点からのみＦタームを付与し、具体的な例示化合物についてのＦターム付与は

していない。 
（ii）また具体的化合物が例示されていない添加剤成分のＦターム付与もしていない。 

 



 

（ａ―４）発明の詳細な説明にのみ記載されているポリマーについてはＦターム付与をしていない。 
（ｂ）ポリマーの上位Ｆターム付与の際の注意 
大きな観点Ａ～Ｃで００で表示されるＦターム（ＡＢ００ｅｔｃ．）は、下位に展開されたすべての

タームのうち過半数に関連する事項に対して付与され、この場合、下位のＦタームの付与はしてい

ない。 
（ｃ）付加共重合体のＦターム（大きな観点Ｂ）付与の原則 
共重合ポリマーについては、主成分となる単量体に基づいてＦタームを付与している。 
主成分となるモノマーが不明な場合は 
（i）代表的な主成分モノマーに対応するＦタームを付与している。 
（ii）すべてのモノマーに対応するタームを付与している。 
のいずれかの付与をしている。 
（ｄ）溶媒成分のＦターム付与の際の注意 
組成物の形態が溶液又は分散液である場合、即ち、ＨＡ０３～０８のＦタームが付与される場合は、

通常の媒体（水、有機溶媒等）については、非高分子添加剤（ＤＡ～ＥＺのＦターム）を付与して

いない。 
（ｅ）配合剤の機能等、大きな観点ＦのＦターム付与の際の注意 
ポリマー成分及び添加剤成分がＦＡ（形状の特徴）、ＦＢ（前処理に特徴）、ＦＤ（配合剤の機能）

の３つの観点からみて特徴がある場合は、該当する記載欄の末尾にＦＡ，ＦＢ，ＦＤの各Ｆターム

を記載している。 
 
３．組成物の用途、形態に関するＦタームの付与について 
（ａ）組成物の用途 
組成物の用途に関するＦタームは、明細書中に用途が例示されている場合に付与している。 
但し、成形用（フィルム、シート等）の用途に用いる場合には、用途の観点からのＦタームの付与

はしていない。従って、ＧＴ（その他の用途）は、ＧＡ～ＧＳの用途及び成形用途以外の特定用途

の場合にのみ使用している。 
（ｂ）組成物の形態 
組成物の形態に関するＦタームは、明細書中にＨＡ０１～０９に関する組成物の形態が例示されて

いる場合に付与している。ＨＡ００は、その他の特定の組成物の形態を有するものに対して付与さ

れ、通常の固体の組成物には付与していない。 
 
４．Ｆターム付加コード付与の標準的手順 
（イ） 成分を特許請求の範囲から把握する。 
なお、特許請求の範囲から把握できない場合は発明の詳細な説明から把握する。 
（ロ） （イ）で把握した成分のうちのポリマー成分のみの重量割合を把握する。 
次に、最も高い割合で存在しうるものから順に並べ主副が逆転する場合には、Ｗ，Ｘ，Ｙ，Ｚ，Ｕ、

主副が逆転しない場合には１，２，３，４，５の付加コードを○で囲んでいる。 
そして、それらの成分が具体的に例示されている発明の詳細な説明の記載に基づいて対応するＦ

タームを選定し、相応する付加コードの欄に記入している。 
（ハ） （イ）で把握した成分のうちの添加剤成分は、特許請求の範囲等に記載される順序に従っ

て６，７，８，９の付加コードを割り当て、それらの成分が具体的に例示されている発明の

 



 

詳細な説明の記載に基づいて対応するＦタームを選定し、相応する付加コードの欄に記入し

ている。 
（ニ） 発明の詳細な説明のみに記載される化合物について 
（i）ポリマーはＦタームを付与していない。 
（ii）配合剤は付加コード０の欄に、配合剤の機能に対応するＦタームのみを記入している。 
（ホ） 組成物の構成成分が形状に特徴を有していたり、前処理されていたり、特定の目的を持っ

て配合されている場合は、その成分の記入されているのと同じ付加コードの欄に、対応する

Ｆターム（観点ＦＡ，ＦＢ，ＦＤ）を記入している。 
（ヘ） 組成物が一般成形品、フィルム一般以外の特定の用途に用いられるものである場合は、対

応するＦターム（観点ＧＡ～ＧＴ）を組成物の用途の欄に記入している。 
（ト） 組成物が通常の固体組成物以外の形態を有する場合は、対応するＦターム（観点ＨＡ）を

組成物の形態の欄に記入している。 
 

 



　１－４　　Ｅ　Ｃ　Ｌ　Ａ　分　類　表

ＥＣＬＡ 説　　　明

C08G69/00
Macromolecular compounds obtained by reactions forming a carboxylic amide link in the main
chain of the macromolecule (products obtained from isocyanates or isothiocyanates C08G18/00;
polyamide-imides C08G73/14)

C08G69/02 . Polyamides derived from amino-carboxylic acids or from polyamines and polycarboxylic acids

C08G69/04 . . Preparatory processes

C08G69/06 . . . Solid state polycondensation

C08G69/08 . . derived from amino-carboxylic acids

C08G69/10 . . . Alpha-amino-carboxylic acids [N: (polysuccinimides C08G73/10T)] [C9902]

C08G69/12 . . . with both amino and carboxylic groups aromatically bound

C08G69/14 . . . Lactams

C08G69/16 . . . . Preparatory processes

C08G69/18 . . . . . Anionic polymerisation

C08G69/20 . . . . . . characterised by the catalysts used

C08G69/22 . . . . Beta-lactams

C08G69/24 . . . . Pyrrolidones or piperidones

C08G69/26 . . derived from polyamines and polycarboxylic acids

C08G69/26K . . . [N: from at least two different diamines or at least two different dicarboxylic acids]

C08G69/28 . . . Preparatory processes

C08G69/30 . . . . Solid state polycondensation

C08G69/32
. . . from aromatic diamines and aromatic dicarboxylic acids with both amino and carboxylic groups
aromatically bound

C08G69/34 . . . using polymerised unsaturated fatty acids

C08G69/36 . . derived from amino acids, polyamines and polycarboxylic acids

C08G69/38 . Polyamides prepared from aldehydes and polynitriles

C08G69/40 . Polyamides containing oxygen in the form of ether groups (69/12, 69/32 take precedence)

C08G69/42
. Polyamides containing atoms other than carbon, hydrogen, oxygen, and nitrogen (C08G69/12,
C08G69/32 take precedence)

C08G69/44 . Polyester-amides

C08G69/46 . Post-polymerisation treatment

C08G69/48 . Polymers modified by chemical after-treatment

C08G69/50 . . with aldehydes



　１－４　　Ｅ　Ｃ　Ｌ　Ａ　分　類　表

ＥＣＬＡ 説　　　明

C08L77/00
Compositions of polyamides obtained by reactions forming a carboxylic amide link in the main
chain (of polyhydrazides C08L79/06; of polyamideimides or polyamide acids C08L79/08);
Compositions of derivatives of such polymers
[N: Notes 1. In group C08L77/00, according to Note (2) after the subclass title, all notations B to
B8 are used 2. In this group the expression "+IDT" is used to indicate: - that the documents
classified here were classified in IDT-groups concerning: "Rubber, resins and syntetic resins,
chemical part" - that they were reclassified administratively from said IDT-groups to this group]

C08L77/02
. Polyamides derived from omega-amino carboxylic acids or from lactams thereof (C08L77/10
takes precedence)

C08L77/04 . Polyamides derived from alpha-amino carboxylic acids (C08L77/10 takes precedence)
C08L77/06 . Polyamides derived from polyamines and polycarboxylic acids (C08L77/10 takes precedence)
C08L77/08 . . from polyamines and polymerised unsaturated fatty acids

C08L77/10
. Polyamides derived from aromatically bound amino and carboxyl groups of amino-carboxylic
acids or of polyamines and polycarboxylic acids

C08L77/12 . Polyester-amides



 

 

 

 

２． 出願データ                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
       第１表 ポリアミド樹脂分野の出願上位１０社（2005年） 

第１図　ポリアミド樹脂分野の出願件数の推移
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  出願人氏名 出願件数 

1位 住友ベークライト株式会社 5 

2位 旭化成ケミカルズ株式会社 4 

2位 三菱化学株式会社 4 

2位 東レ株式会社 4 

5位 アルケマ フランス 3 

5位 日本化薬株式会社 3 

7位 宇部興産株式会社 2 

7位 国立大学法人大阪大学 2 

7位 三菱瓦斯化学株式会社 2 

7位 大阪府 2 

7位 東洋紡績株式会社 2 

7位 日立化成工業株式会社 2 

7位 富士フイルムホールディングス株式会社 2 

 

 




